
岡山県下における伊勢大神楽の回檀と地域社会

著者 森川 奈津美
雑誌名 岡山民俗
号 235
ページ 37-54
発行年 2014-12
URL http://id.nii.ac.jp/1560/00000169/



岡
山
県
下
に
お
け
る
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
と
地
域
社
会 

森　

川　

奈
津
美

　

は
じ
め
に

　

伊い

せ勢
大だ

い

神か
ぐ
ら楽

は
獅
子
舞
と
放
下
芸
と
で
構
成
さ
れ
る
神
事
芸
能
で
あ
る
。
そ
の

担
い
手
で
あ
る
太
夫
た
ち
は
一
年
の
大
半
を
旅
の
中
で
過
ご
し
、
毎
年
同
じ
時
期

に
同
じ
地
域
（
檀
那
場
）
を
回
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
主
な
活
動
は
各
戸
で
の
配
札

を
伴
う
竈
祓
い
・
悪
魔
祓
い

（
図
1
）
と
神
社
な
ど
で
行

な
わ
れ
る
総そ

う
ま
い舞
で
あ
る
。

　

伊
勢
大
神
楽
に
つ
い
て
の

研
究
は
近
年
、
主
に
歴
史
学

者
の
北
川
央
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
お
り
、
歴
史
的
な
面

で
は
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

「
伊
勢
大
神
楽
―
そ
の
成
立

を
め
ぐ
っ
て
―
」
で
は
、
伊

勢
大
神
楽
の
太
夫
の
出
自
が

近
江
の
陰
陽
師
で
あ
る
こ
と

や
伊
勢
神
宮
と
結
び
つ
く
の
は
遅
く
と
も
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
に
は
近
江
国
の
伊
吹
大
明
神
を
奉
斎
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る（

１
）。

こ

う
し
た
研
究
は
伊
勢
大
神
楽
の
成
立
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
や
檀
那
場
各
地
の
伊

勢
大
神
楽
に
関
わ
る
信
仰
な
ど
を
幅
広
く
扱
う
も
の
で
あ
り
、
伊
勢
大
神
楽
に
関

す
る
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
。
他
方
で
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
る
地
域

を
中
心
と
し
た
研
究
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
は

伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
の
様
子
の
見
学
や
太
夫
か
ら
の
聞
き
取
り
、
檀
那
場
地
域
の

人
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
伊
勢
大
神
楽
の
意
義

を
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
檀
那
場
に
含
ま

れ
て
い
る
岡
山
県
下
で
の
活
動
状
況
お
よ
び
回
檀
地
域
の
宗
教
体
系
の
中
で
の
伊

勢
大
神
楽
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
収
集
し
た
情
報
を
基

に
報
告
す
る
。

　

な
お
、
伊
勢
大
神
楽
は
「
太
神
楽
」「
代
神
楽
」
な
ど
の
記
述
も
さ
れ
る
が
、

本
稿
で
は
伊
勢
大
神
楽
講
社
自
身
の
表
記
に
合
わ
せ
、「
大
神
楽
」
で
統
一
す
る
。

ま
た
、
伊
勢
大
神
楽
に
は
伊
勢
大
神
楽
講
社
に
所
属
す
る
組
と
し
な
い
組
が
あ
る

が
、本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
伊
勢
大
神
楽
講
社
に
所
属
す
る
組
の
活
動
で
あ
る
。

　

一　

伊
勢
大
神
楽
の
概
要

　

伊
勢
大
神
楽
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
三
重
県
の
無
形
文
化
財
、

昭
和
五
十
六
年
に
は
「
と
く
に
放
下
の
芸
系
を
遺
す
演
目
は
、
芸
能
史
的
に
貴
重

で
あ
り
、獅
子
に
よ
る
曲
芸
と
い
う
芸
態
に
も
特
色
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
」

と
の
理
由
で
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
伝
承
の
拠
点
は

五
頁
。

（
34
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
『
阿
波
・
梶
並
の
民
俗
』
岡
山
県
、一
九
七
一
年
、二
一
二
頁
。

（
35
）
川
端
杢
治
郎
「
ナ
マ
メ
ス
ジ
」『
岡
山
民
俗
』
六
五
、
岡
山
民
俗
学
会
、
一
九
六
六

	

年
、
二
─

三
頁
。

（
36
）
谷
垣
桂
蔵
『
兵
庫
県
の
秘
境
』
の
じ
ぎ
く
文
庫
、
一
九
六
五
年
、
一
三
五
頁
。

（
37
）
玉
川
町
教
育
委
員
会
・
玉
川
町
教
育
研
究
会
『
玉
川
の
民
話
』
玉
川
教
育
委
員
会
、

一
九
七
九
年
、
一
四
八
頁
。

（
38
）
今
野
圓
輔
『
日
本
怪
談
集
―
幽
霊
篇
―
』
社
会
思
想
社
、
一
九
六
九
年
、
二
七
─

二
八
頁
。

（
39
）
綾
南
町
誌
編
纂
委
員
会
『
綾
南
町
誌
』
綾
南
町
、
一
九
九
八
年
、
一
一
六
〇
頁
。

（
40
）
水
野
一
典
氏
の
ご
示
唆
に
よ
る
。

※
本
文
中
の
忌
み
筋
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
出
典
が
あ
る
も
の
は
原
則
的
に
出
典
の
表

記
の
ま
ま
で
記
し
、
そ
れ
以
外
は
カ
タ
カ
ナ
で
マ
ス
ジ
・
ナ
メ
ラ
ス
ジ
・
ナ
ワ
メ
ス

ジ
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
。

付
記

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
事
例
の
提
供
を
い
た
だ
き
多
く
の
ご
教
授
を
い
た
だ

い
た
化
野
燐
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

図１　各戸での清め（2012年10月13日　岡山市東区犬島）
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に
充
て
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
約
一
時
間
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
演
目
は

五
つ
か
ら
六
つ
で
、
多
く
の
場
合
、
四
方
を
祓
い
清
め
る
四
方
の
舞
で
始
ま
り
、

獅
子
が
花
魁
道
中
を
行
な
う
魁
曲
で
終
わ
る
。
全
て
の
演
目
が
終
わ
る
と
頭
噛
み

が
行
な
わ
れ
る
。
獅
子
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
と
体
が
丈
夫
に
な
る
、
頭
が
よ
く

な
る
と
い
い
、
観
客
た
ち
は
獅
子
の
も
と
へ
集
ま
る
。

　

伊
勢
大
神
楽
の
各
組
は
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
檀
那
場
を
訪
れ
る

が
、
そ
の
来
訪
は
数
日
前
に
各
家
に
届
く
葉
書
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
。
北
川
に

よ
れ
ば
、
村
落
に
入
る
際
、
そ
の
村
の
産
土
社
で
ま
ず
獅
子
舞
を
奉
納
し
た
り
、

毎
朝
、
そ
の
日
に
回
檀
す
る
村
の
広
場
な
ど
で
、
朝あ

さ

神か
ぐ
ら楽

を
あ
げ
て
か
ら
、
家
々

の
お
祓
い
を
始
め
た
り
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
は
、
神
札
を
頒わ

か

ち
、
米
や
現

金
な
ど
の
初
穂
料
を
受
け
取
り
、
台
所
に
あ
が
っ
て
竈
祓
い
を
し
て
か
ら
、
玄
関

口
で
悪
魔
祓
い
の
獅
子
を
舞
う（

９
）。

こ
の
各
家
で
行
な
う
お
祓
い
を
「
コ
ソ
ギ
（
戸

禊
）」
と
呼
ぶ
（
総
舞
は
「
ツ
ナ
ギ
」
と
呼
ぶ
）。
悪
魔
祓
い
の
獅
子
舞
は
、
初
穂

料
の
現
金
・
酒
・
米
の
量
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
。
初
穂
料
が
少
な
い
場
合
に

は
十
二
段
で
構
成
さ
れ
る
神
来
舞
が
一
段
で
終
わ
っ
た
り
、
多
い
場
合
に
は
獅
子

が
二
頭
で
舞
う
「
相あ

い
ま
い舞

」
に
な
っ
た
り
、
猿
田
彦
ま
で
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　

二　

岡
山
県
下
で
の
活
動

　

次
に
伊
勢
大
神
楽
の
檀
那
場
に
含
ま
れ
て
い
る
岡
山
県
下
で
の
伊
勢
大
神
楽
の

活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

伊
勢
大
神
楽
講
社
に
所
属
す
る
社
中
の
う
ち
、
岡
山
県
下
を
回
檀
す
る
の
は
森

町
・
野
洲
市
・
守
山
市
・
草
津
市
を
巡
る
。
四
月
十
四
日
に
は
講
社
に
所
属
す
る

す
べ
て
の
組
が
伊
勢
神
宮
内
宮
を
参
拝
し
、
参
集
殿
で
総
舞
を
奉
納
す
る
。
四
月

末
か
ら
五
月
は
京
都
府
亀
岡
市
・
南
丹
市
、
六
月
は
岡
山
県
備
前
市
、
七
月
に
瀬

戸
内
市
、
七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に
倉
敷
市
下
津
井
を
回
檀
す
る
。
盆
明
け
か
ら

九
月
半
ば
ま
で
玉
野
市
、
香
川
県
の
塩
飽
諸
島
な
ど
を
巡
り
、
十
月
は
香
川
県
小

豆
島
や
玉
野
市
東
児
地
区
を
回
っ
て
い
る
。
十
一
月
か
ら
十
二
月
の
初
め
に
か
け

て
兵
庫
県
篠
山
市
を
回
檀
し
、篠
山
市
黒
岡
の
春
日
神
社
で
舞
い
納
め
を
行
な
い
、

桑
名
市
太
夫
に
戻
る
。
十
二
月
二
十
三
日
に
は
全
組
の
太
夫
た
ち
が
桑
名
市
太
夫

の
増
田
神
社
に
集
ま
り
、
神こ

う
だ
て館

神
社
（
桑
名
市
江
場
）
の
神
職
を
招
い
て
同
社
の

祭
礼
（
神じ

ん
こ
う講

）
が
執
り
行
な
わ
れ
る（

８
）。

翌
二
十
四
日
に
は
全
組
が
揃
っ
て
、
増
田

神
社
の
境
内
で
総
舞
を
行
な
う
。
こ
れ
は
伊
勢
大
神
楽
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
以
前
は
神
講
の
後
に
神
楽
師
た
ち
が
一

年
の
成
果
を
披
露
し
、
親
方
た
ち
が
評
価
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

翌
日
の
二
十
五
日
に
は
新
年
用
に
塗
り
直
し
た
獅
子
頭
を
太
夫
が
持
ち
寄
り
、
増

田
神
社
で
御
魂
入
れ
の
神
事
が
執
り
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
御
魂
入
れ
の
神
事
は

十
二
月
の
舞
納
め
で
抜
け
た
性
根
を
入
れ
直
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
ま

た
十
二
月
三
十
一
日
に
な
る
と
再
び
太
夫
を
出
発
す
る
。
以
上
が
一
年
間
の
回
檀

の
行
程
で
あ
る
。

　

総
舞
で
演
じ
ら
れ
る
演
目
は
、
鈴
の
舞
・
四し

ほ
う方

の
舞
・
跳
び
の
舞
・
扇
の
舞
・

綾あ
や
と
り採

の
曲
・
水
の
曲
・
吉
野
舞
・
手
毬
の
曲
・
傘
の
曲
・
楽さ

さ々

の
舞
・
剣
の
舞
・

献
燈
の
曲
・
神し

ぐ
る
ま

来
舞
・
玉
獅
子
の
曲
・
剣
三
番
叟
・
魁

ら
ん
ぎ
ょ
く曲

の
十
六
曲
で
、
お
お
む

ね
「
舞
」
と
つ
く
も
の
が
獅
子
舞
で
、「
曲
」
と
つ
く
も
の
が
放
下
芸
で
あ
る
。

す
べ
て
の
舞
曲
を
演
じ
る
と
三
時
間
以
上
を
要
す
る
。
以
前
は
午
後
半
日
を
総
舞

県
、
滋
賀
県
、
福
井
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
、

鳥
取
県
、
島
根
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
香
川
県
の
二
府
十
一
県
に
及
ん
で
い
る（

４
）。

以
前
は
岐
阜
県
や
愛
媛
県
の
一
部
も
檀
那
場
に
含
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
北
川
に

よ
れ
ば
近
世
に
は
江
戸
で
も
伊
勢
大
神
楽
の
活
動
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

５
）。

　

現
在
、
宗
教
法
人
伊
勢
大
神
楽
講
社
を
組
織
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
の
は
、

太
夫
村
系
統
の
山
本
源
太
夫
・
森
本
忠
太
夫
・
加
藤
菊
太
夫
・
山
本
勘
太
夫
・
加

藤
源
太
夫
と
東
阿
倉
川
系
統
の
石
川
源
太
夫
の
六
組
で
あ
る
。
各
組
は
い
ず
れ
も

各
太
夫
名
を
世
襲
す
る
親
方
と
そ
の
組
員
の
八
人
前
後
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
北

川
に
よ
れ
ば
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
段
階
で
は
太
夫
村
と
東
阿
倉
川
村
に

そ
れ
ぞ
れ
六
組
ず
つ
の
計
十
二
組
が
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
太
夫
村
で

は
十
二
組
、
文
化
三
年
の
東
阿
倉
川
村
で
は
八
組
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
明
治
以
降
、
太
夫
家
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
特
に
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、
村
落
共
同
体
の
崩
壊
や
個
人
の
価
値
観
の

多
様
化
か
ら
、
世
襲
で
伊
勢
大
神
楽
を
伝
承
し
て
き
た
各
太
夫
家
で
は
後
継
者
難

に
悩
ま
さ
れ
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
組
も
多
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

６
）。
な

お
、
北
川
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
大
神
楽
は
年
中
行
事
な
ど
と
結
び
つ
く
た
め
、
回
檀

に
訪
れ
て
い
た
組
が
廃
業
し
た
村
落
で
は
、
講
社
に
属
さ
な
い
組
の
回
檀
を
受
け

入
れ
る
ケ
ー
ス
や
村
人
自
身
が
伊
勢
大
神
楽
を
演
じ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
と
い

う（
７
）。

　

一
年
の
大
半
を
旅
の
中
で
過
ご
す
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
た
ち
の
一
年
間
の
行
程

を
森
本
忠
太
夫
組
を
例
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
十
二
月
三
十
一
日
に
桑
名

市
太
夫
を
出
発
し
、
滋
賀
県
湖
南
市
石
部
の
吉
御
子
神
社
で
舞
初
め
を
行
な
い
、

回
檀
を
始
め
る
。
一
月
か
ら
四
月
後
半
ま
で
は
滋
賀
県
湖
南
市
・
栗
東
市
・
竜
王

三
重
県
桑
名
市
太
夫
（
伊
勢
国
桑
名
郡
太
夫
村
）
と
三
重
県
四
日
市
市
東
阿
倉
川

（
同
国
三
重
郡
東
阿
倉
川
村
）
の
二
か
所
で
あ
る（

２
）。

　

伊
勢
大
神
楽
が
毎
年
同
じ
時
期
に
檀
那
場
を
訪
れ
て
行
な
う
彼
ら
の
活
動
を
回

檀
と
呼
ぶ
。
各
戸
で
配
る
神
札
は
、
現
在
で
は
伊
勢
大
神
楽
講
社
の
神
札
（
図

2
）
で
あ
る
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
御
師
制
度
の
廃
止
以
前
は
伊
勢
神

宮
の
神
札（

３
）で
あ
っ
た
。伊
勢
大
神
楽
講
社
は
太
夫
た
ち
が
組
織
す
る
宗
教
法
人
で
、

本
部
は
三
重
県
桑
名
市
太
夫
の
増
田
神
社
に
お
か
れ
て
い
る
。
回
檀
範
囲
は
三
重図２　山本勘太夫組の神札

− 38 −− 39 −



に
充
て
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
約
一
時
間
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
演
目
は

五
つ
か
ら
六
つ
で
、
多
く
の
場
合
、
四
方
を
祓
い
清
め
る
四
方
の
舞
で
始
ま
り
、

獅
子
が
花
魁
道
中
を
行
な
う
魁
曲
で
終
わ
る
。
全
て
の
演
目
が
終
わ
る
と
頭
噛
み

が
行
な
わ
れ
る
。
獅
子
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
と
体
が
丈
夫
に
な
る
、
頭
が
よ
く

な
る
と
い
い
、
観
客
た
ち
は
獅
子
の
も
と
へ
集
ま
る
。

　

伊
勢
大
神
楽
の
各
組
は
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
檀
那
場
を
訪
れ
る

が
、
そ
の
来
訪
は
数
日
前
に
各
家
に
届
く
葉
書
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
。
北
川
に

よ
れ
ば
、
村
落
に
入
る
際
、
そ
の
村
の
産
土
社
で
ま
ず
獅
子
舞
を
奉
納
し
た
り
、

毎
朝
、
そ
の
日
に
回
檀
す
る
村
の
広
場
な
ど
で
、
朝あ

さ

神か
ぐ
ら楽

を
あ
げ
て
か
ら
、
家
々

の
お
祓
い
を
始
め
た
り
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
は
、
神
札
を
頒わ

か

ち
、
米
や
現

金
な
ど
の
初
穂
料
を
受
け
取
り
、
台
所
に
あ
が
っ
て
竈
祓
い
を
し
て
か
ら
、
玄
関

口
で
悪
魔
祓
い
の
獅
子
を
舞
う（

９
）。

こ
の
各
家
で
行
な
う
お
祓
い
を
「
コ
ソ
ギ
（
戸

禊
）」
と
呼
ぶ
（
総
舞
は
「
ツ
ナ
ギ
」
と
呼
ぶ
）。
悪
魔
祓
い
の
獅
子
舞
は
、
初
穂

料
の
現
金
・
酒
・
米
の
量
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
。
初
穂
料
が
少
な
い
場
合
に

は
十
二
段
で
構
成
さ
れ
る
神
来
舞
が
一
段
で
終
わ
っ
た
り
、
多
い
場
合
に
は
獅
子

が
二
頭
で
舞
う
「
相あ

い
ま
い舞

」
に
な
っ
た
り
、
猿
田
彦
ま
で
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　

二　

岡
山
県
下
で
の
活
動

　

次
に
伊
勢
大
神
楽
の
檀
那
場
に
含
ま
れ
て
い
る
岡
山
県
下
で
の
伊
勢
大
神
楽
の

活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

伊
勢
大
神
楽
講
社
に
所
属
す
る
社
中
の
う
ち
、
岡
山
県
下
を
回
檀
す
る
の
は
森

町
・
野
洲
市
・
守
山
市
・
草
津
市
を
巡
る
。
四
月
十
四
日
に
は
講
社
に
所
属
す
る

す
べ
て
の
組
が
伊
勢
神
宮
内
宮
を
参
拝
し
、
参
集
殿
で
総
舞
を
奉
納
す
る
。
四
月

末
か
ら
五
月
は
京
都
府
亀
岡
市
・
南
丹
市
、
六
月
は
岡
山
県
備
前
市
、
七
月
に
瀬

戸
内
市
、
七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に
倉
敷
市
下
津
井
を
回
檀
す
る
。
盆
明
け
か
ら

九
月
半
ば
ま
で
玉
野
市
、
香
川
県
の
塩
飽
諸
島
な
ど
を
巡
り
、
十
月
は
香
川
県
小

豆
島
や
玉
野
市
東
児
地
区
を
回
っ
て
い
る
。
十
一
月
か
ら
十
二
月
の
初
め
に
か
け

て
兵
庫
県
篠
山
市
を
回
檀
し
、篠
山
市
黒
岡
の
春
日
神
社
で
舞
い
納
め
を
行
な
い
、

桑
名
市
太
夫
に
戻
る
。
十
二
月
二
十
三
日
に
は
全
組
の
太
夫
た
ち
が
桑
名
市
太
夫

の
増
田
神
社
に
集
ま
り
、
神こ

う
だ
て館

神
社
（
桑
名
市
江
場
）
の
神
職
を
招
い
て
同
社
の

祭
礼
（
神じ

ん
こ
う講

）
が
執
り
行
な
わ
れ
る（

８
）。

翌
二
十
四
日
に
は
全
組
が
揃
っ
て
、
増
田

神
社
の
境
内
で
総
舞
を
行
な
う
。
こ
れ
は
伊
勢
大
神
楽
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
以
前
は
神
講
の
後
に
神
楽
師
た
ち
が
一

年
の
成
果
を
披
露
し
、
親
方
た
ち
が
評
価
す
る
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

翌
日
の
二
十
五
日
に
は
新
年
用
に
塗
り
直
し
た
獅
子
頭
を
太
夫
が
持
ち
寄
り
、
増

田
神
社
で
御
魂
入
れ
の
神
事
が
執
り
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
御
魂
入
れ
の
神
事
は

十
二
月
の
舞
納
め
で
抜
け
た
性
根
を
入
れ
直
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
ま

た
十
二
月
三
十
一
日
に
な
る
と
再
び
太
夫
を
出
発
す
る
。
以
上
が
一
年
間
の
回
檀

の
行
程
で
あ
る
。

　

総
舞
で
演
じ
ら
れ
る
演
目
は
、
鈴
の
舞
・
四し

ほ
う方
の
舞
・
跳
び
の
舞
・
扇
の
舞
・

綾あ
や
と
り採
の
曲
・
水
の
曲
・
吉
野
舞
・
手
毬
の
曲
・
傘
の
曲
・
楽さ

さ々

の
舞
・
剣
の
舞
・

献
燈
の
曲
・
神し

ぐ
る
ま

来
舞
・
玉
獅
子
の
曲
・
剣
三
番
叟
・
魁
ら
ん
ぎ
ょ
く曲
の
十
六
曲
で
、
お
お
む

ね
「
舞
」
と
つ
く
も
の
が
獅
子
舞
で
、「
曲
」
と
つ
く
も
の
が
放
下
芸
で
あ
る
。

す
べ
て
の
舞
曲
を
演
じ
る
と
三
時
間
以
上
を
要
す
る
。
以
前
は
午
後
半
日
を
総
舞

県
、
滋
賀
県
、
福
井
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
、

鳥
取
県
、
島
根
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
香
川
県
の
二
府
十
一
県
に
及
ん
で
い
る（

４
）。

以
前
は
岐
阜
県
や
愛
媛
県
の
一
部
も
檀
那
場
に
含
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
北
川
に

よ
れ
ば
近
世
に
は
江
戸
で
も
伊
勢
大
神
楽
の
活
動
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

５
）。

　

現
在
、
宗
教
法
人
伊
勢
大
神
楽
講
社
を
組
織
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
の
は
、

太
夫
村
系
統
の
山
本
源
太
夫
・
森
本
忠
太
夫
・
加
藤
菊
太
夫
・
山
本
勘
太
夫
・
加

藤
源
太
夫
と
東
阿
倉
川
系
統
の
石
川
源
太
夫
の
六
組
で
あ
る
。
各
組
は
い
ず
れ
も

各
太
夫
名
を
世
襲
す
る
親
方
と
そ
の
組
員
の
八
人
前
後
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
北

川
に
よ
れ
ば
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
段
階
で
は
太
夫
村
と
東
阿
倉
川
村
に

そ
れ
ぞ
れ
六
組
ず
つ
の
計
十
二
組
が
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
太
夫
村
で

は
十
二
組
、
文
化
三
年
の
東
阿
倉
川
村
で
は
八
組
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
明
治
以
降
、
太
夫
家
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
特
に
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、
村
落
共
同
体
の
崩
壊
や
個
人
の
価
値
観
の

多
様
化
か
ら
、
世
襲
で
伊
勢
大
神
楽
を
伝
承
し
て
き
た
各
太
夫
家
で
は
後
継
者
難

に
悩
ま
さ
れ
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
組
も
多
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

６
）。
な

お
、
北
川
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
大
神
楽
は
年
中
行
事
な
ど
と
結
び
つ
く
た
め
、
回
檀

に
訪
れ
て
い
た
組
が
廃
業
し
た
村
落
で
は
、
講
社
に
属
さ
な
い
組
の
回
檀
を
受
け

入
れ
る
ケ
ー
ス
や
村
人
自
身
が
伊
勢
大
神
楽
を
演
じ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
と
い

う（
７
）。

　

一
年
の
大
半
を
旅
の
中
で
過
ご
す
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
た
ち
の
一
年
間
の
行
程

を
森
本
忠
太
夫
組
を
例
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
十
二
月
三
十
一
日
に
桑
名

市
太
夫
を
出
発
し
、
滋
賀
県
湖
南
市
石
部
の
吉
御
子
神
社
で
舞
初
め
を
行
な
い
、

回
檀
を
始
め
る
。
一
月
か
ら
四
月
後
半
ま
で
は
滋
賀
県
湖
南
市
・
栗
東
市
・
竜
王

三
重
県
桑
名
市
太
夫
（
伊
勢
国
桑
名
郡
太
夫
村
）
と
三
重
県
四
日
市
市
東
阿
倉
川

（
同
国
三
重
郡
東
阿
倉
川
村
）
の
二
か
所
で
あ
る（

２
）。

　

伊
勢
大
神
楽
が
毎
年
同
じ
時
期
に
檀
那
場
を
訪
れ
て
行
な
う
彼
ら
の
活
動
を
回

檀
と
呼
ぶ
。
各
戸
で
配
る
神
札
は
、
現
在
で
は
伊
勢
大
神
楽
講
社
の
神
札
（
図

2
）
で
あ
る
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
御
師
制
度
の
廃
止
以
前
は
伊
勢
神

宮
の
神
札（

３
）で
あ
っ
た
。伊
勢
大
神
楽
講
社
は
太
夫
た
ち
が
組
織
す
る
宗
教
法
人
で
、

本
部
は
三
重
県
桑
名
市
太
夫
の
増
田
神
社
に
お
か
れ
て
い
る
。
回
檀
範
囲
は
三
重図２　山本勘太夫組の神札
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俗
Ⅰ
』『
長
船
町
史
民
俗
編
』『
鏡
野
町
誌
民
俗
編
』『
鴨
方
町
史
』『
瀬
戸
町
誌
』『
総

社
市
史
民
俗
編
』『
玉
野
市
史
続
編
』『
成
羽
町
史
』『
備
中
町
史
民
俗
編
』『
吉
永

町
史
民
俗
編
』
に
伊
勢
大
神
楽
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
現
在
伊
勢
大
神
楽
が

訪
れ
な
く
な
っ
た
地
域
に
お
い
て
も
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
（（
（

。
近
世
の
記

録
で
は
、岡
山
藩
の
記
録
で
あ
る
『
撮
要
録
』
に
森
本
忠
太
夫
関
連
の
記
事
が
「
伊

勢
大
神
楽
之
事
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、「
津
山
町
方
以
後
留
」（
玉

置
家
文
書
）
に
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
概
ね
十
月
に

岡
田
忠
太
夫
が
訪
れ
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る

（
（（
（

。

　

岡
山
県
内
に
お
け
る
森
本
忠
太
夫
組
・
山
本
勘
太
夫
組
の
回
檀
日
程
は
表
1
、

表
2
の
通
り
で
あ
る
。回
檀
を
行
な
う
日
に
ち
や
順
番
は
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
が
、

事
情
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
も
あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
雨
な
ど
の
悪
天
候
に

よ
る
延
期
で
あ
る
。
ま
た
、地
域
の
求
め
に
応
じ
て
変
更
を
行
な
う
場
合
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
の
奥
浦
は
総
舞
を
行
な
う
神
社
の
夏
祭
り
の

日
に
あ
わ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
地
域
側
の
希
望
か
ら
七
月
の
第
三
日
曜
日
と
決
ま

っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
前
後
は
年
に
よ
っ
て
日
程
が
入
れ
替
わ
る
。
山
本
勘
太
夫

組
の
備
前
の
檀
那
場
は
完
全
に
日
付
が
決
ま
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
、
日
程
が
変

わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
山
本
勘
太
夫
組
の
檀
那
場
で
あ
る
瀬
戸
内
市
邑
久

町
山
田
庄
は
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）、
約
三
十
年
ぶ
り
に
回
檀
が
再
開
さ
れ

た
地
域
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
森
本
長
太
夫
組
か
ら
山
本
勘
太
夫
組
に
檀
那
場
が
引

き
継
が
れ
る
年
で
あ
っ
た
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
九
月
に
台
風
の
影
響
で

洪
水
が
起
こ
り
、
山
田
庄
な
ど
邑
久
町
で
は
低
地
一
帯
が
浸
水
し
た
。
山
本
勘
太

夫
組
は
次
の
地
域
へ
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
引
き

継
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
引
き
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
尾
張
な

伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
（
図
4
）。
し
か
し
、
伊
勢
大
神
楽
の

太
夫
家
は
前
述
の
よ
う
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
組
も
多
く
、
そ
う
し
た
組
が
檀
那

場
と
し
て
い
た
地
域
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
檀
那
場
が
偏
っ
て
分
布
し
て
い
る
の
は
、
後
継
者
を
育
成
で
き
、
現
在
で
も

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
組
の
檀
那
場
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

か
つ
て
岡
山
県
内
で
回
檀
を
行
な
っ
て
い
た
の
は
佐
々
木
金
太
夫
組

（
（（
（

、
松
井
嘉

太
夫
組

（
（（
（

、
森
本
長
太
夫
組
、
山
本
長
太
夫
組
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
後
継
者
が
な
か

っ
た
た
め
に
廃
業
し
た
と
い
う
。
太
夫
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
組
の
岡
山
県
内

で
の
活
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
佐
々
木
金
太
夫
組
は
四
月
頃
か
ら
総
社
市
真

備
町
・
清
音
、
高
梁
市
成
羽
町
・
備
中
町
、
新
見
市
哲
多
町
、
広
島
県
三
次
市
や

庄
原
市
東
城
町
な
ど
を
、
七
月
か
ら
九
月
前
半
に
か
け
て
は
島
根
県
の
石
見
大
田

か
ら
日
原
へ
向
か
っ
て
海
岸
沿
い
を
西
に
進
み
、
九
月
半
ば
か
ら
十
月
初
め
に
か

け
て
広
島
県
府
中
市
な
ど
を
回
っ
た
後
、
十
月
中
頃
か
ら
岡
山
県
に
入
り
十
二
月

ま
で
、
笠
岡
市
・
里
庄
町
・
浅
口
市
を
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
昔
は
さ
ら
に
広
く
、

新
見
市
や
高
梁
市
、
哲
多
町
も
回
檀
し
て
い
た
と
い
う
。
松
井
嘉
太
夫
組
は
九
月

か
ら
十
二
月
に
岡
山
市
東
区
・
南
区
や
備
前
市
吉
永
町
な
ど
を
回
っ
て
い
た
。
森

本
長
太
夫
組
の
檀
那
場
は
備
前
市
西
部
や
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
、
瀬
戸
内
市
な
ど

で
あ
っ
た
。
山
本
長
太
夫
組
は
津
山
市
や
鏡
野
町
を
檀
那
場
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
前
述
の
通
り
、
佐
々
木
金
太
夫
組
の
檀
那
場
で
あ
っ
た
笠
岡
市
・
里
庄
町
・

浅
口
市
と
、
森
本
長
太
夫
組
の
檀
那
で
あ
っ
た
備
前
市
西
部
、
瀬
戸
町
、
瀬
戸
内

市
の
ほ
と
ん
ど
を
現
在
は
山
本
勘
太
夫
組
が
引
き
継
い
で
回
檀
し
て
い
る
。

　

岡
山
県
内
の
自
治
体
史
で
は
『
井
原
市
史
民
俗
編
』『
岡
山
県
史
第
一
五
巻
民
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香
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福
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市
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部
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長
船
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町
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岡
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市
東
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と
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ら
十
二
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に
回
檀
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る
浅
口
市
、
笠
岡
市
、
里

庄
町
で
あ
る
。
山
本
勘
太
夫
組
は
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
再
興
し
た
組

で
あ
り
、
そ
の
廃
業
と
再
興
の
経
緯
は
北
川
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。
岡
山
県
内

の
備
前
・
備
中
の
檀
那
場
は
そ
れ
ぞ
れ
、
す
で
に
廃
業
し
た
森
本
長
太
夫
組
・
佐
々

木
金
太
夫
組
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
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、
岡
山
県
内
の
檀
那
場
の
分
布
は
主
に
海
岸
沿
い
に
偏
っ
て
い
る
。
以
前

は
岡
山
県
内
に
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
組
が
入
っ
て
お
り
、
も
っ
と
広
い
地
域
で

本
忠
太
夫
組
と
山
本
勘
太
夫
組
の
二
つ
の
社
中
で
あ
る

（
（（
（

。
檀
那
場
の
分
布
は
図
3

の
通
り
で
あ
る
（
市
町
村
境
は
平
成
の
大
合
併
以
前
の
も
の
で
あ
る
）。
森
本
忠

太
夫
組
の
備
前
で
の
回
檀
は
備
前
市
の
閑
谷
か
ら
始
ま
り
、
伊
里
中
・
友
延
・

麻あ
そ
う
な

宇
那
・
蕃し
げ
や
ま山
・
穂ほ
な
み浪
・
東
片
上
・
西
片
上
・
久
々
井
・
鶴
海
・
佐
山
な
ど
備
前

市
を
六
月
に
回
る
。
七
月
に
は
瀬
戸
内
市
長
船
町
、
同
市
邑
久
町
の
東
部
、
同
市

牛
窓
町
を
回
檀
す
る
。
そ
の
後
、
倉
敷
市
下
津
井
、
玉
野
市
、
香
川
県
の
塩し

わ
く飽
諸

島
、
十
月
に
は
香
川
県
の
小
豆
島
を
中
心
に
瀬
戸
内
海
の
島
々
と
玉
野
市
東と

う
じ児
地

区
を
回
檀
す
る
。
一
方
の
山
本
勘
太
夫
組
の
檀
那
場
は
、
八
月
か
ら
九
月
に
回
る図３　岡山県内における伊勢大神楽の檀那場

図４　伊勢大神楽の檀那場が確認できた市町村

− 40 −− 41 −



俗
Ⅰ
』『
長
船
町
史
民
俗
編
』『
鏡
野
町
誌
民
俗
編
』『
鴨
方
町
史
』『
瀬
戸
町
誌
』『
総

社
市
史
民
俗
編
』『
玉
野
市
史
続
編
』『
成
羽
町
史
』『
備
中
町
史
民
俗
編
』『
吉
永

町
史
民
俗
編
』
に
伊
勢
大
神
楽
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
現
在
伊
勢
大
神
楽
が

訪
れ
な
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な
っ
た
地
域
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お
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活
動
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あ
っ
た
こ
と
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分
か
る

（
（（
（

。
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記
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本
忠
太
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事
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伊

勢
大
神
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（
（（
（

。
ま
た
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津
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町
方
以
後
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玉

置
家
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八
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三
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か
け
て
概
ね
十
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に

岡
田
忠
太
夫
が
訪
れ
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る

（
（（
（

。

　

岡
山
県
内
に
お
け
る
森
本
忠
太
夫
組
・
山
本
勘
太
夫
組
の
回
檀
日
程
は
表
1
、

表
2
の
通
り
で
あ
る
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檀
を
行
な
う
日
に
ち
や
順
番
は
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
が
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事
情
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よ
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前
後
す
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場
合
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あ
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。
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あ
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求
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。

た
と
え
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、
瀬
戸
内
市
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窓
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浦
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な
う
神
社
の
夏
祭
り
の

日
に
あ
わ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
地
域
側
の
希
望
か
ら
七
月
の
第
三
日
曜
日
と
決
ま

っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
前
後
は
年
に
よ
っ
て
日
程
が
入
れ
替
わ
る
。
山
本
勘
太
夫

組
の
備
前
の
檀
那
場
は
完
全
に
日
付
が
決
ま
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
、
日
程
が
変

わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
山
本
勘
太
夫
組
の
檀
那
場
で
あ
る
瀬
戸
内
市
邑
久

町
山
田
庄
は
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）、
約
三
十
年
ぶ
り
に
回
檀
が
再
開
さ
れ

た
地
域
で
あ
る
。
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ょ
う
ど
森
本
長
太
夫
組
か
ら
山
本
勘
太
夫
組
に
檀
那
場
が
引

き
継
が
れ
る
年
で
あ
っ
た
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
九
月
に
台
風
の
影
響
で

洪
水
が
起
こ
り
、
山
田
庄
な
ど
邑
久
町
で
は
低
地
一
帯
が
浸
水
し
た
。
山
本
勘
太

夫
組
は
次
の
地
域
へ
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
引
き

継
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
引
き
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
尾
張
な

伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
（
図
4
）。
し
か
し
、
伊
勢
大
神
楽
の

太
夫
家
は
前
述
の
よ
う
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
組
も
多
く
、
そ
う
し
た
組
が
檀
那

場
と
し
て
い
た
地
域
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
檀
那
場
が
偏
っ
て
分
布
し
て
い
る
の
は
、
後
継
者
を
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成
で
き
、
現
在
で
も

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
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組
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檀
那
場
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に
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っ
て
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ま
っ
た
た
め

で
あ
る
。
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岸
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に
進
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ら
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に
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県
府
中
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を
回
っ
た
後
、
十
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中
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ら
岡
山
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に
入
り
十
二
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ま
で
、
笠
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市
・
里
庄
町
・
浅
口
市
を
回
っ
て
い
た
。
ま
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、
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や
高
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多
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か
ら
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に
岡
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市
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区
・
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区
や
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前
市
吉
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町
な
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を
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て
い
た
。
森

本
長
太
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の
檀
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は
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前
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部
や
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
、
瀬
戸
内
市
な
ど

で
あ
っ
た
。
山
本
長
太
夫
組
は
津
山
市
や
鏡
野
町
を
檀
那
場
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
前
述
の
通
り
、
佐
々
木
金
太
夫
組
の
檀
那
場
で
あ
っ
た
笠
岡
市
・
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・

浅
口
市
と
、
森
本
長
太
夫
組
の
檀
那
で
あ
っ
た
備
前
市
西
部
、
瀬
戸
町
、
瀬
戸
内

市
の
ほ
と
ん
ど
を
現
在
は
山
本
勘
太
夫
組
が
引
き
継
い
で
回
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し
て
い
る
。

　

岡
山
県
内
の
自
治
体
史
で
は
『
井
原
市
史
民
俗
編
』『
岡
山
県
史
第
一
五
巻
民

坂
根
・
香
登
・
大
内
・
福
田
な
ど
の
備
前
市
西
部
、
瀬
戸
内
市
長
船
町
・
邑
久
町
、

岡
山
市
東
区
な
ど
と
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
回
檀
す
る
浅
口
市
、
笠
岡
市
、
里

庄
町
で
あ
る
。
山
本
勘
太
夫
組
は
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
再
興
し
た
組

で
あ
り
、
そ
の
廃
業
と
再
興
の
経
緯
は
北
川
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。
岡
山
県
内

の
備
前
・
備
中
の
檀
那
場
は
そ
れ
ぞ
れ
、
す
で
に
廃
業
し
た
森
本
長
太
夫
組
・
佐
々

木
金
太
夫
組
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
岡
山
県
内
の
檀
那
場
の
分
布
は
主
に
海
岸
沿
い
に
偏
っ
て
い
る
。
以
前

は
岡
山
県
内
に
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
組
が
入
っ
て
お
り
、
も
っ
と
広
い
地
域
で
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忠
太
夫
組
と
山
本
勘
太
夫
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の
二
つ
の
社
中
で
あ
る
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。
檀
那
場
の
分
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は
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の
通
り
で
あ
る
（
市
町
村
境
は
平
成
の
大
合
併
以
前
の
も
の
で
あ
る
）。
森
本
忠

太
夫
組
の
備
前
で
の
回
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は
備
前
市
の
閑
谷
か
ら
始
ま
り
、
伊
里
中
・
友
延
・

麻あ
そ
う
な

宇
那
・
蕃し
げ
や
ま山
・
穂ほ
な
み浪
・
東
片
上
・
西
片
上
・
久
々
井
・
鶴
海
・
佐
山
な
ど
備
前

市
を
六
月
に
回
る
。
七
月
に
は
瀬
戸
内
市
長
船
町
、
同
市
邑
久
町
の
東
部
、
同
市

牛
窓
町
を
回
檀
す
る
。
そ
の
後
、
倉
敷
市
下
津
井
、
玉
野
市
、
香
川
県
の
塩し

わ
く飽
諸

島
、
十
月
に
は
香
川
県
の
小
豆
島
を
中
心
に
瀬
戸
内
海
の
島
々
と
玉
野
市
東と

う
じ児
地

区
を
回
檀
す
る
。
一
方
の
山
本
勘
太
夫
組
の
檀
那
場
は
、
八
月
か
ら
九
月
に
回
る図３　岡山県内における伊勢大神楽の檀那場

図４　伊勢大神楽の檀那場が確認できた市町村
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表２　山本勘太夫組の岡山県内回檀日程 表１　森本忠太夫組の岡山県内回檀日程

６月 ７月 ８月 10月

1 備前市閑谷 長船町飯井（和田・西村）・
東須恵（久保・井尻） 倉敷市下津井田ノ浦

2 備前市広高下・八木山・
木谷

長船町東須恵（本村・南島・
畑）

倉敷市下津井3 備前市伊里中（一本松・
徳当）・東片上（一本松） 長船町西須恵

4 備前市友延上・山田原・
麻宇那

邑久町本庄（水落）・山手
（真徳・亀ケ原）

5 備前市蕃山 邑久町山手

6 備前市麻宇那・穂浪（井田） 邑久町尾張（千町）・大窪・本庄（佐井田）

7 備前市友延・穂浪（小松） 邑久町本庄（藤峠・尾ノ
村）・大土井

8 備前市穂浪（灘田） 邑久町本庄（土佐）・尻海
（高助）・庄田

9 備前市穂浪（木生・大星）・
日生

邑久町福谷（鍛冶谷・中倉・
下寺）

10 備前市穂浪（明石） 邑久町福谷（下寺）・虫明
（新町・田辺里）

11 邑久町虫明（浜）

12 備前市東片上（大東・大渕・
塩谷）

邑久町瀬溝

13 邑久町虫明（瀬戸） 岡山市東区犬島

14

西片上

邑久町虫明（上町） 玉野市石島

15 邑久町福谷（間口）・前泊・
知尾

16 邑久町敷井 玉野市日比

17 備前市久々井・浦伊部・
伊部 邑久町尻海 玉野市日比・明神町

18
備前市鶴海

牛窓町長浜（粟利郷・国塩） 玉野市日比・羽根崎町・明神町

19 牛窓町長浜（奥浦） 玉野市御崎・向日比

20
備前市佐山

牛窓町牛窓（紺浦） 
玉野市向日比

玉野市梶岡・胸上

21 牛窓町牛窓（栄町、綾浦）               玉野市胸上

22 牛窓町牛窓（中浦・関町）     玉野市渋川 玉野市上山坂・下山坂

23 牛窓町牛窓（西町・本町・
東町） 玉野市和田 玉野市北方・番田

24 牛窓町牛窓（東町・大浦） 玉野市宇野
玉野市番田・番田（相引）、
岡山市南区小串（相引・
米崎）

25 牛窓町鹿忍（東・中浦・沖） 玉野市荘内地区 岡山市南区向小串

26 牛窓町鹿忍（西浦・小向・
大向）           岡山市南区小串

27 牛窓町鹿忍（畑・野上）

28

29 倉敷市下津井・下津井吹
上

30 倉敷市下津井吹上

31 倉敷市下津井吹上・田ノ
浦

＊邑久町・長船町・牛窓町は現、瀬戸内市。

8月 9月 11月 12月

1 長船町磯上（山田）・
土師（東向）

里庄町津江、鴨方町深田・
指田・谷井

2
長船町土師（高橋）・
磯上（油杉）、
邑久町上笠加

鴨方町仁故・米

3 長船町磯上（柏山・大塚）、
邑久町豆田 笠岡市金浦 鴨方町杉谷・宇月原・益

坂

4 東区東平島 笠岡市金浦・吉浜 鴨方町地頭上・本庄

5 長船町服部 笠岡市笠岡 鴨方駅前、
鴨方町惣良田

6 東区南古都・楢原、
邑久町福元 笠岡市笠岡・富岡 旧鴨方

7 長船町八日市 笠岡市堤尻・名切、
里庄町浜中

8 長船町福岡 笠岡市絵師・馬飼・広浜、
里庄町新庄

9 東区浦間、
邑久町豊安

笠岡市西大島新田・富岡・
入江・長浜・番町

10 瀬戸町下 笠岡市横島・入江

11 瀬戸町江尻 笠岡市矢部・乗時

12 瀬戸町肩脊 笠岡市夏目、寄島町鏡

13 東区谷尻・砂場・西平島、
邑久町山田庄・百田 笠岡市正頭

14 備前市坂根 邑久町下笠加・箕輪 笠岡市奥浜・山城

15 備前市香登西 東区草ヶ部 寄島町青佐・片本浜

16 備前市畠田 東区沼 寄島町大浦・早崎

17 備前市香登本町、
東区吉井 寄島町宮通・柴木

18 備前市香登本町、
東区西祖

寄島町柴木・池平、
鴨方町六条院西

19 備前市大内 寄島町朝倉、
里庄町手の際

20 備前市福田・大内 寄島町尾焼・片本浜

21 長船町長船 寄島町三郎・国頭

22 瀬戸町大内、
東区矢井 寄島町西安倉・中安倉

23 備前市新庄 寄島町東安倉

24 瀬戸町弓削 寄島町新開・西安倉・
東安倉・中安倉

25 赤磐市勢力 里庄町新庄、里庄駅前

26 長船町福岡（福永）・
磯上（西岡） 里庄町才の脇・大原

27 長船町牛文 里庄町大原・殿迫

28 邑久町北池、
長船町土師（宮下）

里庄町松尾・丁・中山峠・
高岡

29 長船町土師、
邑久町豆田 里庄町本村・岩村

30 長船町福里 鴨方町生石・六愛

31 邑久町尾張

＊邑久町・長船町は現、瀬戸内市。瀬戸町は現、岡山市東区。鴨方町、寄島町は現、浅口市。
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表２　山本勘太夫組の岡山県内回檀日程 表１　森本忠太夫組の岡山県内回檀日程

６月 ７月 ８月 10月

1 備前市閑谷 長船町飯井（和田・西村）・
東須恵（久保・井尻） 倉敷市下津井田ノ浦

2 備前市広高下・八木山・
木谷

長船町東須恵（本村・南島・
畑）

倉敷市下津井3 備前市伊里中（一本松・
徳当）・東片上（一本松） 長船町西須恵

4 備前市友延上・山田原・
麻宇那

邑久町本庄（水落）・山手
（真徳・亀ケ原）

5 備前市蕃山 邑久町山手

6 備前市麻宇那・穂浪（井田） 邑久町尾張（千町）・大窪・本庄（佐井田）

7 備前市友延・穂浪（小松） 邑久町本庄（藤峠・尾ノ
村）・大土井

8 備前市穂浪（灘田） 邑久町本庄（土佐）・尻海
（高助）・庄田

9 備前市穂浪（木生・大星）・
日生

邑久町福谷（鍛冶谷・中倉・
下寺）

10 備前市穂浪（明石） 邑久町福谷（下寺）・虫明
（新町・田辺里）

11 邑久町虫明（浜）

12 備前市東片上（大東・大渕・
塩谷）

邑久町瀬溝

13 邑久町虫明（瀬戸） 岡山市東区犬島

14

西片上

邑久町虫明（上町） 玉野市石島

15 邑久町福谷（間口）・前泊・
知尾

16 邑久町敷井 玉野市日比

17 備前市久々井・浦伊部・
伊部 邑久町尻海 玉野市日比・明神町

18
備前市鶴海

牛窓町長浜（粟利郷・国塩） 玉野市日比・羽根崎町・明神町

19 牛窓町長浜（奥浦） 玉野市御崎・向日比

20
備前市佐山

牛窓町牛窓（紺浦） 
玉野市向日比

玉野市梶岡・胸上

21 牛窓町牛窓（栄町、綾浦）               玉野市胸上

22 牛窓町牛窓（中浦・関町）     玉野市渋川 玉野市上山坂・下山坂

23 牛窓町牛窓（西町・本町・
東町） 玉野市和田 玉野市北方・番田

24 牛窓町牛窓（東町・大浦） 玉野市宇野
玉野市番田・番田（相引）、
岡山市南区小串（相引・
米崎）

25 牛窓町鹿忍（東・中浦・沖） 玉野市荘内地区 岡山市南区向小串

26 牛窓町鹿忍（西浦・小向・
大向）           岡山市南区小串

27 牛窓町鹿忍（畑・野上）

28

29 倉敷市下津井・下津井吹
上

30 倉敷市下津井吹上

31 倉敷市下津井吹上・田ノ
浦

＊邑久町・長船町・牛窓町は現、瀬戸内市。

8月 9月 11月 12月

1 長船町磯上（山田）・
土師（東向）

里庄町津江、鴨方町深田・
指田・谷井

2
長船町土師（高橋）・
磯上（油杉）、
邑久町上笠加

鴨方町仁故・米

3 長船町磯上（柏山・大塚）、
邑久町豆田 笠岡市金浦 鴨方町杉谷・宇月原・益

坂

4 東区東平島 笠岡市金浦・吉浜 鴨方町地頭上・本庄

5 長船町服部 笠岡市笠岡 鴨方駅前、
鴨方町惣良田

6 東区南古都・楢原、
邑久町福元 笠岡市笠岡・富岡 旧鴨方

7 長船町八日市 笠岡市堤尻・名切、
里庄町浜中

8 長船町福岡 笠岡市絵師・馬飼・広浜、
里庄町新庄

9 東区浦間、
邑久町豊安

笠岡市西大島新田・富岡・
入江・長浜・番町

10 瀬戸町下 笠岡市横島・入江

11 瀬戸町江尻 笠岡市矢部・乗時

12 瀬戸町肩脊 笠岡市夏目、寄島町鏡

13 東区谷尻・砂場・西平島、
邑久町山田庄・百田 笠岡市正頭

14 備前市坂根 邑久町下笠加・箕輪 笠岡市奥浜・山城

15 備前市香登西 東区草ヶ部 寄島町青佐・片本浜

16 備前市畠田 東区沼 寄島町大浦・早崎

17 備前市香登本町、
東区吉井 寄島町宮通・柴木

18 備前市香登本町、
東区西祖

寄島町柴木・池平、
鴨方町六条院西

19 備前市大内 寄島町朝倉、
里庄町手の際

20 備前市福田・大内 寄島町尾焼・片本浜

21 長船町長船 寄島町三郎・国頭

22 瀬戸町大内、
東区矢井 寄島町西安倉・中安倉

23 備前市新庄 寄島町東安倉

24 瀬戸町弓削 寄島町新開・西安倉・
東安倉・中安倉

25 赤磐市勢力 里庄町新庄、里庄駅前

26 長船町福岡（福永）・
磯上（西岡） 里庄町才の脇・大原

27 長船町牛文 里庄町大原・殿迫

28 邑久町北池、
長船町土師（宮下）

里庄町松尾・丁・中山峠・
高岡

29 長船町土師、
邑久町豆田 里庄町本村・岩村

30 長船町福里 鴨方町生石・六愛

31 邑久町尾張

＊邑久町・長船町は現、瀬戸内市。瀬戸町は現、岡山市東区。鴨方町、寄島町は現、浅口市。
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十
四
年
ま
で
は
九
月
十
五
日
が
敬
老
の
日
で
祝
日
で
あ
っ
た
た
め
、
境
内
に
は
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
た
。
特
に
子
ど
も
の
多
か
っ
た
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
は
賑
や
か

で
、
総
舞
を
行
な
わ
な
い
周
辺
の
集
落
か
ら
も
子
ど
も
を
連
れ
て
観
客
が
集
ま
っ

て
い
た
た
め
、お
も
ち
ゃ
屋
な
ど
の
露
天
商
が
十
店
ほ
ど
境
内
に
並
ん
だ
と
い
う
。

な
お
、
地
域
の
人
々
は
総
舞
の
こ
と
を
大
回
し
と
呼
ぶ
。

　

回
檀
経
路
は
図
6
の
通
り
で
あ
る
。
六
時
ご
ろ
に
大
池
の
東
辺
り
か
ら
始
め
、

　

三　

回
檀
の
実
際

　

こ
こ
ま
で
伊
勢
大
神
楽
の
活
動
の
一
般
的
な
様
子
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
以

降
で
は
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
の
実
態
に
つ
い
て

述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
の
事
例

　

岡
山
市
東
区

草
ヶ
部
は
岡
山

市
の
北
東
部
に

位
置
す
る
集
落

で
あ
る
。
こ
こ

に
は
山
本
勘
太

夫
組
が
毎
年
九

月
十
五
日
に
訪

れ
る
（
図
5
）。

朝
六
時
か
ら
各

戸
の
竈
祓
い
・

悪
魔
祓
い
を
行

な
い
、
午
後
四

時
か
ら
村
氏
神

の
立
河
神
社
境

内
で
総
舞
を
行

な
う
。
平
成

て
初
穂
を
受
け
取
る
と
、
そ
の
金
額
や
米
の
量
を
確
認
し
、
フ
チ
ョ
ウ
（
符
牒
）

に
よ
っ
て
後
か
ら
来
る
獅
子
と
笛
、
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
に
玄
関
先
で
舞
う
神
来
舞

の
長
さ
を
伝
え
る
。
な
お
、
一
日
に
回
る
軒
数
が
多
い
場
合
な
ど
は
二
手
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
屋
内
の
清
め
も
外
で
の
舞
も
行
な
う
。

　

昼
食
は
以
前
は
地
域
で
用
意
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は

太
夫
た
ち
が
昼
食
を
持
参
し
、
地
域
で
は
公
民
館
な
ど
場
所
だ
け
を
用
意
し
て
い

る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

総
舞
は
昔
は
行
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
や
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
地
域
も
少

な
く
な
い
。
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
で
は
現
在
は
総
舞
を
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
正
本

写
真
館
で
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
の
総
舞
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
子
ど
も
を

中
心
に
大
勢
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
牛
窓
町
の
七
十
代
男
性
は
総
舞
に

つ
い
て
、
戦
争
直
後
で
今
と
違
っ
て
他
に
楽
し
み
も
な
か
っ
た
と
話
し
て
お
り
、

貴
重
な
娯
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
総
舞
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
地
域
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
瀬
戸
内
市
長
船
町
西
須
恵
で
は
村
祈
禱

と
呼
ん
で
お
り
、
村
の
悪
魔
祓
い
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
地
区
に
住
む
八
十
代
男

性
は
、
こ
れ
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
村
に
不
幸
が
起
こ
る
と
い
い
、
以
前
同
市
邑

久
町
佐
井
田
の
年
寄
り
か
ら
も
こ
う
し
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
話
す
。
ま

た
、
備
前
市
畠
田
で
は
総
舞
を
や
め
よ
う
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
年
配
者
か

ら
「
や
め
て
災
い
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
て
続
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

ど
で
は
そ
の
後
す
ぐ
に
地
域
の
希
望
に
よ
っ
て
回
檀
が
再
開
し
た
も
の
の
、
山
田

庄
で
は
そ
の
ま
ま
途
絶
え
て
い
た
と
い
う
。
平
成
二
十
年
の
回
檀
の
再
開
は
、
地

域
側
の
求
め
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
山
本
勘
太
夫
組
か
ら
の
働
き
掛
け
に
よ
っ

て
実
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

太
夫
の
宿
泊
は
現
在
は
旅
館
な
ど
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
神
楽
宿
が
行
く
先
々

に
あ
っ
た
と
い
う
。現
在
は
自
動
車
で
そ
の
日
に
回
る
集
落
ま
で
移
動
す
る
た
め
、

た
と
え
ば
森
本
忠
太
夫
組
は
備
前
市
を
回
檀
す
る
際
に
は
同
市
西
片
上
の
旅
館
に

宿
泊
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歩
い
て
の
移
動
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
て

の
移
動
だ
っ
た
こ
ろ
に
は
各
地
に
神
楽
宿
が
あ
っ
た

（
（（
（

。
先
の
森
本
忠
太
夫
組
の
備

前
市
で
あ
れ
ば
、
戦
前
戦
後
ご
ろ
は
同
市
穂
浪
の
灘
田
地
区
の
民
家
が
神
楽
宿
で

あ
り
、
そ
の
後
は
同
市
友
延
の
民
家
に
移
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
灘
田
地
区
の
七
十

代
男
性
に
よ
れ
ば
、
夜
に
は
若
者
が
神
楽
宿
に
集
ま
り
、
太
夫
た
ち
と
博
打
な
ど

を
し
て
い
た
と
い
う
。

　

瀬
戸
内
海
の
島
々
を
巡
る
森
本
忠
太
夫
組
と
森
本
長
太
夫
組
、
加
藤
源
太
夫
組

（
広
島
県
を
回
檀
し
て
い
た
）
は
船
も
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
森
本
忠
太

夫
組
は
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
（
船
所
帯
）
と
い
っ
て
船
中
で
生
活
を
し
な
が
ら
檀
那
場

と
な
っ
て
い
る
島
々
を
訪
れ
て
い
た
。
水
野
一
典
に
よ
れ
ば
、
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
は

岡
山
県
玉
野
市
日
比
で
神
通
丸
と
い
う
船
を
借
り
て
出
発
し
、
櫃
石
島
、
本
島
、

広
島
、
手
島
と
塩
飽
諸
島
を
西
へ
進
み
、
笠
岡
諸
島
の
六
島
ま
で
行
く
と
東
へ
戻

っ
て
瀬
居
島
か
ら
残
り
の
島
を
ま
わ
り
、
風
呂
や
洗
濯
は
上
陸
し
た
浦
で
借
り
て

い
た
と
い
う

（
（（
（

。

　

伊
勢
大
神
楽
が
門
先
で
舞
う
悪
魔
祓
い
の
舞
は
初
穂
料
の
多
寡
に
よ
っ
て
そ
の

長
さ
が
変
わ
る
。
獅
子
と
初
穂
取
り
の
二
人
が
先
に
各
家
を
訪
れ
て
屋
内
を
清
め

図５　長持ちを引いての移動（2012年9月15日　岡山市東区草ヶ部）

図６　岡山市東区草ヶ部の回檀経路（2012年）
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十
四
年
ま
で
は
九
月
十
五
日
が
敬
老
の
日
で
祝
日
で
あ
っ
た
た
め
、
境
内
に
は
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
た
。
特
に
子
ど
も
の
多
か
っ
た
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
は
賑
や
か

で
、
総
舞
を
行
な
わ
な
い
周
辺
の
集
落
か
ら
も
子
ど
も
を
連
れ
て
観
客
が
集
ま
っ

て
い
た
た
め
、お
も
ち
ゃ
屋
な
ど
の
露
天
商
が
十
店
ほ
ど
境
内
に
並
ん
だ
と
い
う
。

な
お
、
地
域
の
人
々
は
総
舞
の
こ
と
を
大
回
し
と
呼
ぶ
。

　

回
檀
経
路
は
図
6
の
通
り
で
あ
る
。
六
時
ご
ろ
に
大
池
の
東
辺
り
か
ら
始
め
、

　

三　

回
檀
の
実
際

　

こ
こ
ま
で
伊
勢
大
神
楽
の
活
動
の
一
般
的
な
様
子
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
以

降
で
は
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
の
実
態
に
つ
い
て

述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
の
事
例

　

岡
山
市
東
区

草
ヶ
部
は
岡
山

市
の
北
東
部
に

位
置
す
る
集
落

で
あ
る
。
こ
こ

に
は
山
本
勘
太

夫
組
が
毎
年
九

月
十
五
日
に
訪

れ
る
（
図
5
）。

朝
六
時
か
ら
各

戸
の
竈
祓
い
・

悪
魔
祓
い
を
行

な
い
、
午
後
四

時
か
ら
村
氏
神

の
立
河
神
社
境

内
で
総
舞
を
行

な
う
。
平
成

て
初
穂
を
受
け
取
る
と
、
そ
の
金
額
や
米
の
量
を
確
認
し
、
フ
チ
ョ
ウ
（
符
牒
）

に
よ
っ
て
後
か
ら
来
る
獅
子
と
笛
、
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
に
玄
関
先
で
舞
う
神
来
舞

の
長
さ
を
伝
え
る
。
な
お
、
一
日
に
回
る
軒
数
が
多
い
場
合
な
ど
は
二
手
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
屋
内
の
清
め
も
外
で
の
舞
も
行
な
う
。

　

昼
食
は
以
前
は
地
域
で
用
意
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は

太
夫
た
ち
が
昼
食
を
持
参
し
、
地
域
で
は
公
民
館
な
ど
場
所
だ
け
を
用
意
し
て
い

る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

総
舞
は
昔
は
行
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
や
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
地
域
も
少

な
く
な
い
。
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
で
は
現
在
は
総
舞
を
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
正
本

写
真
館
で
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
の
総
舞
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
子
ど
も
を

中
心
に
大
勢
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
牛
窓
町
の
七
十
代
男
性
は
総
舞
に

つ
い
て
、
戦
争
直
後
で
今
と
違
っ
て
他
に
楽
し
み
も
な
か
っ
た
と
話
し
て
お
り
、

貴
重
な
娯
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
総
舞
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
地
域
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
瀬
戸
内
市
長
船
町
西
須
恵
で
は
村
祈
禱

と
呼
ん
で
お
り
、
村
の
悪
魔
祓
い
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
地
区
に
住
む
八
十
代
男

性
は
、
こ
れ
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
村
に
不
幸
が
起
こ
る
と
い
い
、
以
前
同
市
邑

久
町
佐
井
田
の
年
寄
り
か
ら
も
こ
う
し
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
話
す
。
ま

た
、
備
前
市
畠
田
で
は
総
舞
を
や
め
よ
う
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
年
配
者
か

ら
「
や
め
て
災
い
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
て
続
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

ど
で
は
そ
の
後
す
ぐ
に
地
域
の
希
望
に
よ
っ
て
回
檀
が
再
開
し
た
も
の
の
、
山
田

庄
で
は
そ
の
ま
ま
途
絶
え
て
い
た
と
い
う
。
平
成
二
十
年
の
回
檀
の
再
開
は
、
地

域
側
の
求
め
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
山
本
勘
太
夫
組
か
ら
の
働
き
掛
け
に
よ
っ

て
実
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

太
夫
の
宿
泊
は
現
在
は
旅
館
な
ど
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
神
楽
宿
が
行
く
先
々

に
あ
っ
た
と
い
う
。現
在
は
自
動
車
で
そ
の
日
に
回
る
集
落
ま
で
移
動
す
る
た
め
、

た
と
え
ば
森
本
忠
太
夫
組
は
備
前
市
を
回
檀
す
る
際
に
は
同
市
西
片
上
の
旅
館
に

宿
泊
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歩
い
て
の
移
動
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
て

の
移
動
だ
っ
た
こ
ろ
に
は
各
地
に
神
楽
宿
が
あ
っ
た

（
（（
（

。
先
の
森
本
忠
太
夫
組
の
備

前
市
で
あ
れ
ば
、
戦
前
戦
後
ご
ろ
は
同
市
穂
浪
の
灘
田
地
区
の
民
家
が
神
楽
宿
で

あ
り
、
そ
の
後
は
同
市
友
延
の
民
家
に
移
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
灘
田
地
区
の
七
十

代
男
性
に
よ
れ
ば
、
夜
に
は
若
者
が
神
楽
宿
に
集
ま
り
、
太
夫
た
ち
と
博
打
な
ど

を
し
て
い
た
と
い
う
。

　

瀬
戸
内
海
の
島
々
を
巡
る
森
本
忠
太
夫
組
と
森
本
長
太
夫
組
、
加
藤
源
太
夫
組

（
広
島
県
を
回
檀
し
て
い
た
）
は
船
も
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
森
本
忠
太

夫
組
は
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
（
船
所
帯
）
と
い
っ
て
船
中
で
生
活
を
し
な
が
ら
檀
那
場

と
な
っ
て
い
る
島
々
を
訪
れ
て
い
た
。
水
野
一
典
に
よ
れ
ば
、
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
は

岡
山
県
玉
野
市
日
比
で
神
通
丸
と
い
う
船
を
借
り
て
出
発
し
、
櫃
石
島
、
本
島
、

広
島
、
手
島
と
塩
飽
諸
島
を
西
へ
進
み
、
笠
岡
諸
島
の
六
島
ま
で
行
く
と
東
へ
戻

っ
て
瀬
居
島
か
ら
残
り
の
島
を
ま
わ
り
、
風
呂
や
洗
濯
は
上
陸
し
た
浦
で
借
り
て

い
た
と
い
う

（
（（
（

。

　

伊
勢
大
神
楽
が
門
先
で
舞
う
悪
魔
祓
い
の
舞
は
初
穂
料
の
多
寡
に
よ
っ
て
そ
の

長
さ
が
変
わ
る
。
獅
子
と
初
穂
取
り
の
二
人
が
先
に
各
家
を
訪
れ
て
屋
内
を
清
め
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県
下
で
は
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
な
ど
土
公
神
（
陰
陽
道
由
来
の
地
神
）
に
由
来
す
る
呼

称
が
一
般
的
で
あ
る
。
回
檀
地
域
の
人
々
は
、
伊
勢
大
神
楽
の
獅
子
を
お
伊
勢
さ

ま
、
も
し
く
は
お
伊
勢
さ
ま
の
使
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
伊
勢
大
神
楽
が
伊
勢

神
宮
を
祀
る
床
の
間
や
神
棚
で
は
な
く
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
）
を
第
一
に
清
め

る
こ
と
に
対
す
る
違
和
感
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
竈
祓
い
・
荒
神
祓
い
と
い
う
語
は
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
た
ち
が
使
用
し

て
い
る
も
の
で
、
受
け
入
れ
る
地
域
・
家
で
は
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
を
拝
む
、
オ
ド
ク

ウ
サ
マ
の
前
で
舞
う
な
ど
の
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
漁
船
の
清
め

　

先
の
犬
島
の
事
例
で
も

船
の
清
め
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
備
前
市
穂
浪
な
ど

の
漁
村
で
も
漁
船
の
清
め

が
数
件
行
な
わ
れ
て
い
る

（
図
8
）。
穂
浪
の
大
星
地

区
で
は
以
前
は
多
く
の
人

が
漁
船
を
保
有
し
て
お

り
、
海
上
安
全
・
大
漁
祈

願
を
伊
勢
大
神
楽
に
頼
ん

で
い
た
と
い
う
が
平
成

二
十
四
年
現
在
で
は
一
軒

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
二
十
二
年
に
、
こ
の
漁

い
く
。
草
ヶ
部
と
違
っ
て
総
舞
を
神
社
の
境
内
で
は
行
な
わ
な
い
た
め
、
各
戸
の

清
め
の
途
中
に
村
氏
神
の
天
満
宮
へ
も
行
き
、
清
め
を
行
な
う
。
十
二
時
過
ぎ
に

午
前
中
の
清
め
を
終
え
、
世
話
役
の
家
で
昼
食
を
と
る
。
十
三
時
ご
ろ
に
は
世
話

役
宅
を
出
て
、
午
前
中
に
終
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
各
戸
の
清
め
を
再
開
し
、
終
わ

っ
て
い
れ
ば
広
場
に
向
か
い
、
総
舞
の
準
備
を
始
め
る
。
総
舞
は
十
四
時
か
ら
約

一
時
間
で
、
最
後
の
演
目
で
あ
る
魁
曲
が
終
わ
る
と
頭
噛
み
が
行
な
わ
れ
る
。
島

民
は
年
配
者
が
多
い
の
で
、「
噛
ん
で
も
ら
え
ば
ぼ
け
な
く
な
る
」
な
ど
と
言
っ

て
噛
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
最
後
に
世
話
役
の
自
宅
を
清
め
て
一
日
の

回
檀
を
終
え
、
小
豆
島
か
ら
迎
え
に
来
る
船
で
小
豆
島
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
太
夫

た
ち
の
話
で
は
、
以
前
は
世
話
役
の
家
で
一
泊
し
、
翌
日
は
犬
島
か
ら
船
で
玉
野

市
石
島
に
渡
っ
て
い
た
と
い
う

（
（（
（

。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
は
犬
島
の
回
檀
だ
け

で
二
日
を
要
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る

（
（（
（

。
な
お
、
犬
島
で
の
宿
泊
を
や
め
た
の
は
十

年
程
前
で
、
世
話
役
の
家
の
都
合
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

　

家
の
清
め
と
は
別
に
船
や
井
戸
の
清
め
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
島
の
西
側
に
あ

る
犬
ノ
島
に
あ
る
化
学
工
場
に
は
船
で
渡
り
、
会
社
と
船
の
清
め
を
す
る
。
井
戸

の
清
め
は
三
件
行
な
わ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
件
は
共
同
井
戸
で
あ
る
。

　

四　

伊
勢
大
神
楽
の
様
々
な
職
能

（
一
）
竈
の
清
め

　

伊
勢
大
神
楽
が
各
戸
で
最
初
に
行
な
う
の
は
竈
祓
い
・
荒
神
祓
い
で
あ
る
。
竈

神
は
火
や
火
伏
せ
の
神
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
作
の
神
、
家
族
や
牛
馬
の
守
護
神
、

富
や
生
命
を
司
る
神
と
い
っ
た
生
活
一
般
の
神
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
岡
山

楽
々
の
舞
に
用
い
ら
れ
た
笹
の
枝
を
も
ら
う
た
め
に
太
夫
の
も
と
へ
集
ま
る
。
持

ち
帰
っ
た
笹
は
玄
関
な
ど
に
挿
し
て
い
る
が
、
各
家
で
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
ろ
に

は
牛
小
屋
の
入
り
口
に
挿
し
て
い
た
と
い
う
。
無
病
息
災
や
家
内
安
全
の
お
守
り

と
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
岡
山
市
東
区
犬
島
の
事
例

　

岡
山
市
東
区
犬
島
は
岡
山
市
唯
一
の
有
人
島
で
あ
り
、
現
在
の
人
口
は
約
五
十

人
で
あ
る
。
毎
年
十
月
十
三
日
前
後
に
森
本
忠
太
夫
組
が
訪
れ
て
い
る
（
前
掲
図

1
）。
こ
の
時
期
、

森
本
忠
太
夫
組
は

小
豆
島
に
宿
泊
し

て
お
り
、
約
一
時

間
か
け
て
船
で
犬

島
へ
と
や
っ
て
来

る
。
八
時
に
到
着

し
、
ま
ず
世
話
役

の
家
を
訪
れ
て
挨

拶
を
交
わ
し
た

後
、
八
時
半
ご
ろ

か
ら
各
戸
の
清
め

を
始
め
る
。
回
檀

経
路
は
図
7
の
通

り
で
、
概
ね
西
か

ら
東
へ
と
回
っ
て

南
の
新
興
住
宅
地
青
葉
団
地
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
。
回
檀
順
序
は
社
中
の
方

で
決
め
て
い
る
が
、
青
葉
団
地
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
家
が
清
め
を
受
け
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
立
河
神
社
の
氏
子
役
員
が
清
め
を
希
望
す
る
家
を
事
前
に
確
認

し
て
案
内
し
て
い
る
。
青
葉
団
地
を
終
え
る
と
車
で
公
会
堂
ま
で
戻
り
、
東
か
ら

西
へ
と
進
ん
で
い
く
。
十
三
時
前
に
午
前
中
の
回
檀
を
終
え
、
公
会
堂
で
昼
食
の

接
待
を
受
け
る
。
午
後
は
十
四
時
前
か
ら
始
め
、
大
池
の
北
側
を
回
る
。
集
落
内

の
回
檀
を
終
え
る
と
車
で
築
地
山
常
楽
寺
（
天
台
宗
）
を
訪
れ
、
庫く

り裏
で
も
同
様

に
清
め
を
行
な
う
。

　

各
家
で
用
意
す
る
初
穂
料
の
金
額
は
三
千
円
と
い
う
家
が
多
く
、
総
舞
は
八
万

円
を
立
河
神
社
の
経
費
か
ら
出
し
て
い
る
。
各
家
を
訪
れ
る
と
必
ず
最
初
に
オ
ド

ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
）
を
清
め
、
そ
れ
か
ら
玄
関
前
で
悪
魔
祓
い
の
獅
子
を
舞
う
。

こ
の
時
の
舞
は
初
穂
料
の
金
額
に
よ
っ
て
長
さ
が
変
わ
る
。
な
お
、
忌
中
の
場
合

に
は
清
め
を
断
る
家
が
多
い
。

　

昼
食
の
接
待
は
現
在
は
公
会
堂
で
行
な
っ
て
い
る
が
、
三
十
数
年
前
ま
で
は
元

庄
屋
の
家
で
青
年
団
が
昼
食
の
調
理
を
し
て
接
待
し
て
い
た
。
当
時
は
サ
ト
イ
モ

く
ら
い
し
か
な
く
、
そ
れ
を
調
理
し
て
出
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
そ
の
家

で
は
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
長
年
宮
総
代
を
務
め
て
い
た
家
が
新
た

な
接
待
場
所
と
し
て
三
十
年
間
、
昼
食
の
接
待
を
行
な
っ
た
。
調
理
は
宮
総
代
の

妻
が
担
当
し
、
費
用
は
立
河
神
社
の
経
費
か
ら
五
千
円
ほ
ど
出
て
お
り
、
そ
れ
で

魚
や
お
吸
い
物
な
ど
を
用
意
し
た
と
い
う
。
し
か
し
二
年
前
に
宮
総
代
を
や
め
た

の
を
機
に
昼
食
の
接
待
も
や
め
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
接
待
の
費
用
も
立
河
神

社
の
費
用
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

　

総
舞
で
は
必
ず
楽
々
の
舞

（
（（
（

が
演
じ
ら
れ
る
。
総
舞
が
終
わ
る
と
地
域
の
人
々
は

図７　岡山市東区犬島の回檀経路（2011年）
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県
下
で
は
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
な
ど
土
公
神
（
陰
陽
道
由
来
の
地
神
）
に
由
来
す
る
呼

称
が
一
般
的
で
あ
る
。
回
檀
地
域
の
人
々
は
、
伊
勢
大
神
楽
の
獅
子
を
お
伊
勢
さ

ま
、
も
し
く
は
お
伊
勢
さ
ま
の
使
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
伊
勢
大
神
楽
が
伊
勢

神
宮
を
祀
る
床
の
間
や
神
棚
で
は
な
く
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
）
を
第
一
に
清
め

る
こ
と
に
対
す
る
違
和
感
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
竈
祓
い
・
荒
神
祓
い
と
い
う
語
は
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
た
ち
が
使
用
し

て
い
る
も
の
で
、
受
け
入
れ
る
地
域
・
家
で
は
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
を
拝
む
、
オ
ド
ク

ウ
サ
マ
の
前
で
舞
う
な
ど
の
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
漁
船
の
清
め

　

先
の
犬
島
の
事
例
で
も

船
の
清
め
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
備
前
市
穂
浪
な
ど

の
漁
村
で
も
漁
船
の
清
め

が
数
件
行
な
わ
れ
て
い
る

（
図
8
）。
穂
浪
の
大
星
地

区
で
は
以
前
は
多
く
の
人

が
漁
船
を
保
有
し
て
お

り
、
海
上
安
全
・
大
漁
祈

願
を
伊
勢
大
神
楽
に
頼
ん

で
い
た
と
い
う
が
平
成

二
十
四
年
現
在
で
は
一
軒

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
二
十
二
年
に
、
こ
の
漁

い
く
。
草
ヶ
部
と
違
っ
て
総
舞
を
神
社
の
境
内
で
は
行
な
わ
な
い
た
め
、
各
戸
の

清
め
の
途
中
に
村
氏
神
の
天
満
宮
へ
も
行
き
、
清
め
を
行
な
う
。
十
二
時
過
ぎ
に

午
前
中
の
清
め
を
終
え
、
世
話
役
の
家
で
昼
食
を
と
る
。
十
三
時
ご
ろ
に
は
世
話

役
宅
を
出
て
、
午
前
中
に
終
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
各
戸
の
清
め
を
再
開
し
、
終
わ

っ
て
い
れ
ば
広
場
に
向
か
い
、
総
舞
の
準
備
を
始
め
る
。
総
舞
は
十
四
時
か
ら
約

一
時
間
で
、
最
後
の
演
目
で
あ
る
魁
曲
が
終
わ
る
と
頭
噛
み
が
行
な
わ
れ
る
。
島

民
は
年
配
者
が
多
い
の
で
、「
噛
ん
で
も
ら
え
ば
ぼ
け
な
く
な
る
」
な
ど
と
言
っ

て
噛
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
最
後
に
世
話
役
の
自
宅
を
清
め
て
一
日
の

回
檀
を
終
え
、
小
豆
島
か
ら
迎
え
に
来
る
船
で
小
豆
島
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
太
夫

た
ち
の
話
で
は
、
以
前
は
世
話
役
の
家
で
一
泊
し
、
翌
日
は
犬
島
か
ら
船
で
玉
野

市
石
島
に
渡
っ
て
い
た
と
い
う

（
（（
（

。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
は
犬
島
の
回
檀
だ
け

で
二
日
を
要
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る

（
（（
（

。
な
お
、
犬
島
で
の
宿
泊
を
や
め
た
の
は
十

年
程
前
で
、
世
話
役
の
家
の
都
合
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

　

家
の
清
め
と
は
別
に
船
や
井
戸
の
清
め
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
島
の
西
側
に
あ

る
犬
ノ
島
に
あ
る
化
学
工
場
に
は
船
で
渡
り
、
会
社
と
船
の
清
め
を
す
る
。
井
戸

の
清
め
は
三
件
行
な
わ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
件
は
共
同
井
戸
で
あ
る
。

　

四　

伊
勢
大
神
楽
の
様
々
な
職
能

（
一
）
竈
の
清
め

　

伊
勢
大
神
楽
が
各
戸
で
最
初
に
行
な
う
の
は
竈
祓
い
・
荒
神
祓
い
で
あ
る
。
竈

神
は
火
や
火
伏
せ
の
神
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
作
の
神
、
家
族
や
牛
馬
の
守
護
神
、

富
や
生
命
を
司
る
神
と
い
っ
た
生
活
一
般
の
神
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
岡
山

楽
々
の
舞
に
用
い
ら
れ
た
笹
の
枝
を
も
ら
う
た
め
に
太
夫
の
も
と
へ
集
ま
る
。
持

ち
帰
っ
た
笹
は
玄
関
な
ど
に
挿
し
て
い
る
が
、
各
家
で
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
ろ
に

は
牛
小
屋
の
入
り
口
に
挿
し
て
い
た
と
い
う
。
無
病
息
災
や
家
内
安
全
の
お
守
り

と
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
岡
山
市
東
区
犬
島
の
事
例

　

岡
山
市
東
区
犬
島
は
岡
山
市
唯
一
の
有
人
島
で
あ
り
、
現
在
の
人
口
は
約
五
十

人
で
あ
る
。
毎
年
十
月
十
三
日
前
後
に
森
本
忠
太
夫
組
が
訪
れ
て
い
る
（
前
掲
図

1
）。
こ
の
時
期
、

森
本
忠
太
夫
組
は

小
豆
島
に
宿
泊
し

て
お
り
、
約
一
時

間
か
け
て
船
で
犬

島
へ
と
や
っ
て
来

る
。
八
時
に
到
着

し
、
ま
ず
世
話
役

の
家
を
訪
れ
て
挨

拶
を
交
わ
し
た

後
、
八
時
半
ご
ろ

か
ら
各
戸
の
清
め

を
始
め
る
。
回
檀

経
路
は
図
7
の
通

り
で
、
概
ね
西
か

ら
東
へ
と
回
っ
て

南
の
新
興
住
宅
地
青
葉
団
地
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
。
回
檀
順
序
は
社
中
の
方

で
決
め
て
い
る
が
、
青
葉
団
地
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
家
が
清
め
を
受
け
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
立
河
神
社
の
氏
子
役
員
が
清
め
を
希
望
す
る
家
を
事
前
に
確
認

し
て
案
内
し
て
い
る
。
青
葉
団
地
を
終
え
る
と
車
で
公
会
堂
ま
で
戻
り
、
東
か
ら

西
へ
と
進
ん
で
い
く
。
十
三
時
前
に
午
前
中
の
回
檀
を
終
え
、
公
会
堂
で
昼
食
の

接
待
を
受
け
る
。
午
後
は
十
四
時
前
か
ら
始
め
、
大
池
の
北
側
を
回
る
。
集
落
内

の
回
檀
を
終
え
る
と
車
で
築
地
山
常
楽
寺
（
天
台
宗
）
を
訪
れ
、
庫く

り裏
で
も
同
様

に
清
め
を
行
な
う
。

　

各
家
で
用
意
す
る
初
穂
料
の
金
額
は
三
千
円
と
い
う
家
が
多
く
、
総
舞
は
八
万

円
を
立
河
神
社
の
経
費
か
ら
出
し
て
い
る
。
各
家
を
訪
れ
る
と
必
ず
最
初
に
オ
ド

ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
）
を
清
め
、
そ
れ
か
ら
玄
関
前
で
悪
魔
祓
い
の
獅
子
を
舞
う
。

こ
の
時
の
舞
は
初
穂
料
の
金
額
に
よ
っ
て
長
さ
が
変
わ
る
。
な
お
、
忌
中
の
場
合

に
は
清
め
を
断
る
家
が
多
い
。

　

昼
食
の
接
待
は
現
在
は
公
会
堂
で
行
な
っ
て
い
る
が
、
三
十
数
年
前
ま
で
は
元

庄
屋
の
家
で
青
年
団
が
昼
食
の
調
理
を
し
て
接
待
し
て
い
た
。
当
時
は
サ
ト
イ
モ

く
ら
い
し
か
な
く
、
そ
れ
を
調
理
し
て
出
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
そ
の
家

で
は
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
長
年
宮
総
代
を
務
め
て
い
た
家
が
新
た

な
接
待
場
所
と
し
て
三
十
年
間
、
昼
食
の
接
待
を
行
な
っ
た
。
調
理
は
宮
総
代
の

妻
が
担
当
し
、
費
用
は
立
河
神
社
の
経
費
か
ら
五
千
円
ほ
ど
出
て
お
り
、
そ
れ
で

魚
や
お
吸
い
物
な
ど
を
用
意
し
た
と
い
う
。
し
か
し
二
年
前
に
宮
総
代
を
や
め
た

の
を
機
に
昼
食
の
接
待
も
や
め
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
接
待
の
費
用
も
立
河
神

社
の
費
用
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

　

総
舞
で
は
必
ず
楽
々
の
舞

（
（（
（

が
演
じ
ら
れ
る
。
総
舞
が
終
わ
る
と
地
域
の
人
々
は

図７　岡山市東区犬島の回檀経路（2011年）
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渡
す
箸
を
用
い
る
と
い
う
事
例
も
聞
か
れ
た
。
方
法
は
剣
先
を
用
い
る
も
の
と
同

様
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
方
法
で
子
ど
も
た
ち
の
名
前
を
決
め
た
と
い
う
八
十
代

男
性
は
、
お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
は
立
派
に
成
長
し
た
と
話
す
。
な
お
、
中
に
は

既
に
名
前
は
決
め
て
お
り
、
数
枚
の
紙
す
べ
て
に
同
じ
名
前
を
書
い
て
お
く
と
い

う
人
も
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
ま
で
も
伊
勢
の
神
に
名
を
付
け
て
も
ら

お
う
と
す
る
志
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
八
）
薬
の
配
布

　

森
本
忠
太
夫
組
が
回
檀
す
る
塩
飽
諸
島
（
香
川
県
）
や
玉
野
市
の
一
部
で
は
赤

玉
神
教
丸
と
い
う
薬
が
神
札
と
共
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
太
夫
た
ち

が
常
備
薬
と
し
て
持
ち
歩
い
て
い
た
も
の
を
腹
痛
の
人
に
分
け
て
あ
げ
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
が
よ
く
効
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
話
が
周
辺
地
域
に
も
広
ま
っ
た

結
果
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
か
ら
薬
を
分
け
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。　

　

森
本
忠
太
夫
親
方
に
よ
れ
ば
、
赤
玉
神
教
丸
は
滋
賀
県
彦
根
市
の
製
薬
会
社
が

製
作
す
る
薬
で
あ
り
、
薬
局
な
ど
で
も
入
手
が
可
能
で
あ
る
が
、
檀
那
場
の
人
々

は
「
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
か
ら
貰
っ
た
も
の
で
な
い
と
効
果
が
な
い
」
と
言
う
そ

う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
と
違
っ
て
薬
事
法
の
関
係
で
太
夫
た
ち
が
薬
を
販
売
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
神
札
に
添
え
る
と
い
う
形
で
配
布
し
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
先
に
述
べ
た
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
の
際
に
風
呂
を
借
り
た
な
ど
の
礼
と
し
て
も

薬
が
渡
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
（（
（

。

太
夫
に
よ
れ
ば
、
他
の
地
域
で
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
備
前
地
域
の
み
で
見
ら

れ
る
習
俗
で
あ
る
。

（
六
）
屋
敷
神
・
同
族
神
の
清
め

　

屋
敷
神
や
同
族
神
の
清
め
は
瀬
戸
内
市
長
船
町
東
須
恵
や
備
前
市
坂
根
な
ど

で
見
ら
れ
る
。
備
前
市
伊
里
中
で
は
大
饗
姓
の
一
族
が
祀
る
社
が
氏
神
社
と
隣
接

し
て
お
り
、
二
社
と
も
清
め
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
備
前
市
坂
根
で
は
馬
場
姓

の
一
族
の
同
族
神
で
あ
る
オ
シ
メ
サ
マ
の
清
め
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
笠
岡
市
や

浅
口
市
で
は
荒
神
社
の
清
め
が
多
く
見
ら
れ
る
。
荒
神
は
同
族
神
で
あ
る
場
合
も

あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
む
し
ろ
地
縁
的
集
団
で
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

備
中
地
域
で
明
確
に
同
族
神
の
清
め
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の

は
、
笠
岡
市
正
頭
の
藤
井
姓
の
一
族
が
祀
る
藤
井
若
宮
さ
ま
の
み
で
あ
る
。

（
七
）
神
札
の
扱
い

　

各
戸
で
配
布
さ
れ
る
神
札
は
、
神
棚
、
床
の
間
、
台
所
や
玄
関
な
ど
に
貼
る
、

も
し
く
は
置
い
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
家
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
鎮
火
の
神
札

（
前
掲
図
2
・
右
）
は
台
所
や
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
の
神
棚
に

祀
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一
年
間
祀
っ
た
後
は
伊
勢
大
神
楽
に
返
し
、
ま
た
新

た
に
受
け
取
っ
た
神
札
を
一
年
間
祀
る
。

　

伊
勢
大
神
楽
の
神
札
を
用
い
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
岡
山
市
南
区
小
串
や

倉
敷
市
下
津
井
で
は
剣
先
（
剣
祓
。
神
木
を
剣
先
形
に
紙
で
包
ん
だ
神
札
。
前
掲

図
2
・
左
）
を
使
っ
て
子
ど
も
の
名
付
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
候
補
の
名
前
を

書
い
た
数
枚
の
紙
を
盆
な
ど
に
入
れ
、
剣
先
も
し
く
は
剣
先
か
ら
取
り
出
し
た
神

木
で
な
で
、
そ
れ
に
付
い
た
紙
に
書
か
れ
た
名
を
子
ど
も
の
名
に
決
め
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
備
前
市
穂
浪
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
が
神
札
に
添
え
て

る
。
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
の
関
町

で
も
地
域
内
の
四
か
所
の
井
戸

の
清
め
を
依
頼
し
て
い
る
。
な

お
、
山
本
勘
太
夫
組
の
備
前

市
・
瀬
戸
内
市
周
辺
の
檀
那
場

で
は
共
同
井
戸
の
清
め
は
見
ら

れ
な
い
。

（
五
）
楽
々
の
舞
の
笹

　

楽
々
の
舞
で
用
い
た
笹
の
枝

を
お
守
り
と
し
て
持
ち
帰
る
の

は
草
ヶ
部
だ
け
で
は
な
く
、
山

本
勘
太
夫
組
が
回
檀
す
る
岡
山

県
東
部
の
地
域
全
域
と
森
本
忠

太
夫
組
が
回
檀
す
る
瀬
戸
内
市

長
船
町
の
一
部
で
み
ら
れ
る

（
図
10
・
図
11
）。
か
つ
て
は
牛

馬
安
全
の
お
守
り
と
さ
れ
、
牛

馬
小
屋
の
入
り
口
に
挿
さ
れ
た

が
、
現
在
で
は
牛
馬
を
飼
育
し

て
い
な
い
た
め
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
の
お
守
り
へ
と
意
味

を
変
え
て
玄
関
の
傍
や
車
庫
・

納
屋
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

船
の
保
有
者
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
船
は
も
う
二
年
ほ
ど
使
っ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
で
も
清
め
て
も
ら
わ
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
」、「
漁
に
出
て
い
た
こ
ろ
は
、

ど
ん
な
に
仲
間
た
ち
が
魚
が
獲
れ
な
い
と
言
っ
て
い
て
も
、
自
分
は
神
楽
に
清
め

て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
魚
が
よ
く
獲
れ
る
気
が
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。
海
上
安

全
の
お
守
り
は
正
月
に
船ふ

な
だ
ま霊
に
十
二
個
の
小
さ
い
餅
を
供
え
る
際
、
一
緒
に
船
に

乗
せ
る
と
い
う
。

（
三
）
自
動
車
の
清
め

　

自
動
車
の
清
め
も
森
本
忠
太
夫
組
が
回
檀
す
る
備
前
市
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い

る
。
備
前
市
穂
浪
の
大
星
で
毎
年
、
自
動
車
の
清
め
を
依
頼
し
て
い
る
人
に
よ
れ

ば
、
新
車
を
購
入
し
た
際
に
は
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
降
は
毎
年
伊
勢
大
神
楽
に
交
通
安
全
祈
願
を
依
頼
し
て
お
り
、「
伊
勢
大
神

楽
に
清
め
て
も
ら
っ
て
お
け

ば
、
一
年
間
無
事
故
で
無
事
に

過
ご
せ
る
」
の
で
あ
る
と
い

う
。

（
四
）
井
戸
（
水
神
）
の
清
め

　

前
述
の
犬
島
で
も
行
な
わ

れ
て
い
る
井
戸
の
清
め
は
、
森

本
忠
太
夫
組
の
檀
那
場
で
よ

く
見
ら
れ
る
（
図
9
）。
備
前

市
穂
浪
で
は
村
氏
神
で
あ
る

住
吉
神
社
で
の
総
舞
の
前
に

三
か
所
の
共
同
井
戸
を
清
め

図９　井戸の清め
（2010年7月27日　瀬戸内市牛窓町牛窓）

図10　楽々の舞
（2012年8月26日　瀬戸内市長船町西岡）

図11　笹を貰いに集まる住民たち
（2010年8月27日　瀬戸内市長船町牛文）
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渡
す
箸
を
用
い
る
と
い
う
事
例
も
聞
か
れ
た
。
方
法
は
剣
先
を
用
い
る
も
の
と
同

様
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
方
法
で
子
ど
も
た
ち
の
名
前
を
決
め
た
と
い
う
八
十
代

男
性
は
、
お
か
げ
で
子
ど
も
た
ち
は
立
派
に
成
長
し
た
と
話
す
。
な
お
、
中
に
は

既
に
名
前
は
決
め
て
お
り
、
数
枚
の
紙
す
べ
て
に
同
じ
名
前
を
書
い
て
お
く
と
い

う
人
も
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
ま
で
も
伊
勢
の
神
に
名
を
付
け
て
も
ら

お
う
と
す
る
志
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
八
）
薬
の
配
布

　

森
本
忠
太
夫
組
が
回
檀
す
る
塩
飽
諸
島
（
香
川
県
）
や
玉
野
市
の
一
部
で
は
赤

玉
神
教
丸
と
い
う
薬
が
神
札
と
共
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
太
夫
た
ち

が
常
備
薬
と
し
て
持
ち
歩
い
て
い
た
も
の
を
腹
痛
の
人
に
分
け
て
あ
げ
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
が
よ
く
効
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
話
が
周
辺
地
域
に
も
広
ま
っ
た

結
果
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
か
ら
薬
を
分
け
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。　

　

森
本
忠
太
夫
親
方
に
よ
れ
ば
、
赤
玉
神
教
丸
は
滋
賀
県
彦
根
市
の
製
薬
会
社
が

製
作
す
る
薬
で
あ
り
、
薬
局
な
ど
で
も
入
手
が
可
能
で
あ
る
が
、
檀
那
場
の
人
々

は
「
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
か
ら
貰
っ
た
も
の
で
な
い
と
効
果
が
な
い
」
と
言
う
そ

う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
と
違
っ
て
薬
事
法
の
関
係
で
太
夫
た
ち
が
薬
を
販
売
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
神
札
に
添
え
る
と
い
う
形
で
配
布
し
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
先
に
述
べ
た
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
の
際
に
風
呂
を
借
り
た
な
ど
の
礼
と
し
て
も

薬
が
渡
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
（（
（

。

太
夫
に
よ
れ
ば
、
他
の
地
域
で
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
備
前
地
域
の
み
で
見
ら

れ
る
習
俗
で
あ
る
。

（
六
）
屋
敷
神
・
同
族
神
の
清
め

　

屋
敷
神
や
同
族
神
の
清
め
は
瀬
戸
内
市
長
船
町
東
須
恵
や
備
前
市
坂
根
な
ど

で
見
ら
れ
る
。
備
前
市
伊
里
中
で
は
大
饗
姓
の
一
族
が
祀
る
社
が
氏
神
社
と
隣
接

し
て
お
り
、
二
社
と
も
清
め
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
備
前
市
坂
根
で
は
馬
場
姓

の
一
族
の
同
族
神
で
あ
る
オ
シ
メ
サ
マ
の
清
め
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
笠
岡
市
や

浅
口
市
で
は
荒
神
社
の
清
め
が
多
く
見
ら
れ
る
。
荒
神
は
同
族
神
で
あ
る
場
合
も

あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
む
し
ろ
地
縁
的
集
団
で
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

備
中
地
域
で
明
確
に
同
族
神
の
清
め
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の

は
、
笠
岡
市
正
頭
の
藤
井
姓
の
一
族
が
祀
る
藤
井
若
宮
さ
ま
の
み
で
あ
る
。

（
七
）
神
札
の
扱
い

　

各
戸
で
配
布
さ
れ
る
神
札
は
、
神
棚
、
床
の
間
、
台
所
や
玄
関
な
ど
に
貼
る
、

も
し
く
は
置
い
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
家
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
鎮
火
の
神
札

（
前
掲
図
2
・
右
）
は
台
所
や
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
の
神
棚
に

祀
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一
年
間
祀
っ
た
後
は
伊
勢
大
神
楽
に
返
し
、
ま
た
新

た
に
受
け
取
っ
た
神
札
を
一
年
間
祀
る
。

　

伊
勢
大
神
楽
の
神
札
を
用
い
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
岡
山
市
南
区
小
串
や

倉
敷
市
下
津
井
で
は
剣
先
（
剣
祓
。
神
木
を
剣
先
形
に
紙
で
包
ん
だ
神
札
。
前
掲

図
2
・
左
）
を
使
っ
て
子
ど
も
の
名
付
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
候
補
の
名
前
を

書
い
た
数
枚
の
紙
を
盆
な
ど
に
入
れ
、
剣
先
も
し
く
は
剣
先
か
ら
取
り
出
し
た
神

木
で
な
で
、
そ
れ
に
付
い
た
紙
に
書
か
れ
た
名
を
子
ど
も
の
名
に
決
め
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
備
前
市
穂
浪
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
太
夫
が
神
札
に
添
え
て

る
。
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
の
関
町

で
も
地
域
内
の
四
か
所
の
井
戸

の
清
め
を
依
頼
し
て
い
る
。
な

お
、
山
本
勘
太
夫
組
の
備
前

市
・
瀬
戸
内
市
周
辺
の
檀
那
場

で
は
共
同
井
戸
の
清
め
は
見
ら

れ
な
い
。

（
五
）
楽
々
の
舞
の
笹

　

楽
々
の
舞
で
用
い
た
笹
の
枝

を
お
守
り
と
し
て
持
ち
帰
る
の

は
草
ヶ
部
だ
け
で
は
な
く
、
山

本
勘
太
夫
組
が
回
檀
す
る
岡
山

県
東
部
の
地
域
全
域
と
森
本
忠

太
夫
組
が
回
檀
す
る
瀬
戸
内
市

長
船
町
の
一
部
で
み
ら
れ
る

（
図
10
・
図
11
）。
か
つ
て
は
牛

馬
安
全
の
お
守
り
と
さ
れ
、
牛

馬
小
屋
の
入
り
口
に
挿
さ
れ
た

が
、
現
在
で
は
牛
馬
を
飼
育
し

て
い
な
い
た
め
、
無
病
息
災
・

家
内
安
全
の
お
守
り
へ
と
意
味

を
変
え
て
玄
関
の
傍
や
車
庫
・

納
屋
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

船
の
保
有
者
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
船
は
も
う
二
年
ほ
ど
使
っ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
で
も
清
め
て
も
ら
わ
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
」、「
漁
に
出
て
い
た
こ
ろ
は
、

ど
ん
な
に
仲
間
た
ち
が
魚
が
獲
れ
な
い
と
言
っ
て
い
て
も
、
自
分
は
神
楽
に
清
め

て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
魚
が
よ
く
獲
れ
る
気
が
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。
海
上
安

全
の
お
守
り
は
正
月
に
船ふ

な
だ
ま霊
に
十
二
個
の
小
さ
い
餅
を
供
え
る
際
、
一
緒
に
船
に

乗
せ
る
と
い
う
。

（
三
）
自
動
車
の
清
め

　

自
動
車
の
清
め
も
森
本
忠
太
夫
組
が
回
檀
す
る
備
前
市
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い

る
。
備
前
市
穂
浪
の
大
星
で
毎
年
、
自
動
車
の
清
め
を
依
頼
し
て
い
る
人
に
よ
れ

ば
、
新
車
を
購
入
し
た
際
に
は
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
降
は
毎
年
伊
勢
大
神
楽
に
交
通
安
全
祈
願
を
依
頼
し
て
お
り
、「
伊
勢
大
神

楽
に
清
め
て
も
ら
っ
て
お
け

ば
、
一
年
間
無
事
故
で
無
事
に

過
ご
せ
る
」
の
で
あ
る
と
い

う
。

（
四
）
井
戸
（
水
神
）
の
清
め

　

前
述
の
犬
島
で
も
行
な
わ

れ
て
い
る
井
戸
の
清
め
は
、
森

本
忠
太
夫
組
の
檀
那
場
で
よ

く
見
ら
れ
る
（
図
9
）。
備
前

市
穂
浪
で
は
村
氏
神
で
あ
る

住
吉
神
社
で
の
総
舞
の
前
に

三
か
所
の
共
同
井
戸
を
清
め

図９　井戸の清め
（2010年7月27日　瀬戸内市牛窓町牛窓）

図10　楽々の舞
（2012年8月26日　瀬戸内市長船町西岡）

図11　笹を貰いに集まる住民たち
（2010年8月27日　瀬戸内市長船町牛文）
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に
よ
れ
ば
、
北
方
で
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
伊
勢
大
神
楽
は
来
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
昔
、
氏
神
様
（
熱
田
八
幡
宮
）
で
大
神
楽
を
催
し
た
と
こ
ろ
悪
病
が
流
行

し
た
た
め
、
そ
れ
以
来
行
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

（
（（
（

。
こ
の
北
方
で
の
話
も
神
同
士

の
不
和
で
説
明
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
北
方
地
域
を
守
護
す
る
熱
田

八
幡
宮
の
祭
神
は
外
部
の
神
で
あ
る
伊
勢
大
神
楽
に
好
意
的
で
な
く
、
あ
る
い
は

排
他
的
で
あ
っ
て
、
氏
子
が
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
対
し
て
怒
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
病
が
流
行
し
た
と
人
々
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

伊
勢
大
神
楽
に
関
係
し
て
疫
病
が
流
行
し
た
と
い
う
話
は
岡
山
藩
の
記
録
で
あ

る
『
撮
要
録
』
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
近
頃
打
続
作
方
不
熟
其
上
種
々
疫

病
流
行
仕
候
ハ
全
右
大
神
楽
中
絶
仕
候
故
之
義
と
愚
昧
百
姓
共
一
図
に
嘆
息
仕

（
（（
（

」

と
あ
る
。
岡
山
藩
に
よ
る
他
所
者
差
し
止
め
の
法
令
に
よ
り
伊
勢
大
神
楽
の
森
本

忠
太
夫
組
が
備
前
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
、
不
作
や
疫
病
の

流
行
が
続
き
、
百
姓
た
ち
は
そ
の
原
因
は
伊
勢
大
神
楽
が
来
な
く
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
と
嘆
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

　

北
方
の
話
と
合
わ
せ
て
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
話
か
ら
分
か
る
の
は
、
伊
勢

大
神
楽
の
訪
れ
が
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
マ
イ
ナ
ス
に
作
用

す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
撮
要
録
』
の

記
述
に
よ
れ
ば
疫
病
の
流
行
は
伊
勢
大
神
楽
が
来
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
北
方
で

は
伊
勢
大
神
楽
の
総
舞
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
病
が
流
行
し
て
い
る
。『
撮
要
録
』

の
場
合
に
は
村
氏
神
の
清
め
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
仮

に
村
氏
神
の
清
め
も
含
ま
れ
た
記
述
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
疫
病
流
行
の
根
本

的
な
原
因
は
伊
勢
大
神
楽
の
来
訪
の
有
無
で
は
な
く
、
伊
勢
大
神
楽
の
清
め
の
対

て
い
こ
う
と
す
る
志
向
が
あ
る
の
と
同
時
に
、
伊
勢
大
神
楽
の
訪
れ
は
地
域
の
行

事
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
神
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
村
氏

神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
各
家
に
は
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
・
土
公
神
）
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
神
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
伊
勢
大
神
楽
、
つ
ま
り
外
部
の

神
が
来
る
こ
と
は
地
域
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
に
お
い
て
は
、
伊
勢
大
神
楽
は
村
氏
神
で
あ
る
立
河
神
社

の
祭
礼
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
村
氏
神

と
伊
勢
大
神
楽
の
関
係
は
親
和
的
と
い
っ
て
よ
い
。
草
ヶ
部
の
よ
う
に
祭
礼
の
一

部
に
ま
で
は
な
っ
て
い
な
く
と
も
、
総
舞
の
最
初
や
各
戸
を
回
る
途
中
で
村
氏
神

に
行
き
、
村
氏
神
の
正
面
や
拝
殿
内
で
清
め
る
こ
と
は
多
く
の
地
域
で
行
な
わ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
社
会
に
お
い
て
は
伊

勢
大
神
楽
と
村
氏
神
は
共
存
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
草
ヶ
部
で
伊
勢
大
神
楽
の
事
を
聞
い
て
い
る
際
、「
伊
勢
大
神
楽

は
女
性
の
神
様
の
部
落
に
は
行
か
な
い
。
剣
を
使
う
舞
を
怖
が
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
」
と
い
っ
た
話
を
す
る
人
が
い
た
。
こ
の
と
き
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

た
の
は
山
を
挟
ん
で
北
に
位
置
す
る
同
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
で
あ
る
。
笹
岡
の
村

氏
神
が
女
神
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
伝
説
に
よ
れ
ば
立
河
神

社
の
祭
神
も
女
神
で
あ
る
の
で

（
（（
（

、
女
性
の
神
様
の
ム
ラ
に
伊
勢
大
神
楽
が
行
か
な

い
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伊
勢
大
神
楽
が
訪
れ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
神
同
士
の
不
和
と
も
い
え
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
ま
た
、岡
山
市
東
区
北
方
の
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
北
方
今
昔
』

っ
た
た
め
に
、
地
域
か
ら
伊
勢
大
神
楽
に
日
程
を
合
わ
せ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

神
社
の
祭
礼
と
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
日
付
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
地
域
は

他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
瀬
戸
内
市
長
船
町
牛
文
に
伊
勢
大
神
楽
が
来
る
の
は

八
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
以
前
は
前
日
の
二
十
六
日
に
盆
踊
り
が
行
な
わ
れ
て

お
り
、
地
域
外
に
出
て
い
た
若
者
た
ち
も
帰
っ
て
来
て
賑
や
か
な
日
で
あ
っ
た
と

い
う
。
山
本
勘
太
夫
組
が
森
本
長
太
夫
組
か
ら
こ
の
地
域
を
引
き
継
ぐ
年
、
伊
勢

大
神
楽
講
社
に
属
さ
な
い
組
が
で
た
ら
め
な
順
序
で
回
り
、
牛
文
に
は
二
週
間
以

上
早
い
時
期
に
訪
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
の
地
域
で
は
誤
魔
化
し
な
が
ら
や
っ

て
き
た
が
、
牛
文
を
訪
れ
た
際
、
地
域
住
民
が
「
勝
手
な
こ
と
を
す
る
よ
う
な
ら

来
な
く
て
い
い
」
と
止
め
た
ら
し
く
、
そ
こ
で
こ
の
講
社
に
属
さ
な
い
組
は
備
前

市
・
瀬
戸
内
市
あ
た
り
か
ら
は
撤
退
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
牛
文
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
受
け
入
れ
る
準

備
、
た
と
え
ば
初
穂
料
の
準
備
な
ど
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
伊
勢
大
神
楽
は
盆
踊
り
の
次
の
日
と
い
う
意
識
が
強
か

っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
で
話
を
聞
く
な
か
で
、「
お

盆
が
済
ん
で
、
神
楽
が
来
て
、
秋
祭
り
が
済
ん
だ
ら
一
年
が
終
わ
る
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
ま
た
、
備
前
市
穂
浪
で
は
「
伊
勢
大
神
楽
が
来
る
と
一
年
が
終
わ
っ

た
気
分
に
な
る
」、「
忌
中
で
清
め
を
受
け
ら
れ
な
い
と
、
頭
と
い
う
か
、
腹
と
い

う
か
、
ど
こ
か
に
穴
が
あ
い
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
」
と
話
す
人
も
い
た
。
こ

う
し
た
人
々
の
認
識
か
ら
分
か
る
の
は
、
伊
勢
大
神
楽
が
檀
那
場
の
人
々
の
一
年

の
な
か
で
大
き
な
節
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
、
一
年
間
の
行
事
に
は
順
序
が
あ
り
、
毎
年
同
じ
よ
う
に
行
事
を
行
な
っ

　

五　

地
域
に
お
け
る
伊
勢
大
神
楽

　

最
後
に
、
主
に
前
節
で
取
り
上
げ
た
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
で
の
聞
き
取
り
を
も

と
に
、
地
域
社
会
が
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
続
け
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。

　

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
で
伊
勢
大
神
楽
の
事
を
尋
ね
る
と
、「
年
間
十
回
の
立
河

神
社
の
祭
礼
の
う
ち
、
九
月
の
御
祈
禱
の
時
に
神
楽
が
来
る
」、「
御
祈
禱
の
日
に

神
楽
を
ま
わ
す
。
神
楽
が
来
る
日
だ
か
ら
御
祈
禱
を
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
っ

た
言
葉
が
聞
か
れ
る
。
山
本
勘
太
夫
組
が
草
ヶ
部
を
訪
れ
る
九
月
十
五
日
は
立
河

神
社
の
祭
礼
で
あ
る
御
祈
禱
の
日
で
あ
り
、
立
河
神
社
で
御
祈
禱
の
祭
事
の
後
に

行
な
わ
れ
る
伊
勢
大
神
楽
の
総
舞
は
祭
礼
の
一
部
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
の
よ
う
に
村
氏
神
の
祭
礼
の
日
に
伊
勢
大
神
楽
が
訪
れ
る

と
い
う
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
、
他
の
地
域
で
は
祭
礼
の
日
程
と
一
致
し
な
い
こ

と
が
大
半
で
あ
る
。
備
前
市
・
瀬
戸
内
市
あ
た
り
で
地
域
の
祭
礼
と
伊
勢
大
神
楽

の
訪
れ
が
一
致
す
る
の
は
備
前
市
坂
根
と
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
の
奥
浦
く
ら
い

で
あ
る
。
備
前
市
坂
根
は
八
月
十
四
日
で
、
こ
こ
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
総
舞
の
後

に
夏
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
の
奥
浦
は
七
月
の
第
三

日
曜
日
に
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
総
舞
を
行
な
う
小
野
嶋
神
社
の
祭
礼
の
日

で
あ
る
。
奥
浦
の
村
氏
神
は
春
日
神
社
で
あ
り
、
昭
和
六
十
年
く
ら
い
ま
で
は
春

日
神
社
で
総
舞
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
住
民
た
ち
が
高
齢
化
し
、
山
の
上
に
あ
る

神
社
に
上
が
る
の
が
大
変
で
あ
る
た
め
、
小
野
嶋
神
社
に
総
舞
の
場
所
を
移
し
た

と
い
う
。
そ
の
際
に
小
野
嶋
神
社
の
祭
礼
と
伊
勢
大
神
楽
の
訪
れ
る
日
程
が
近
か

− 50 −− 51 −



に
よ
れ
ば
、
北
方
で
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
伊
勢
大
神
楽
は
来
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
昔
、
氏
神
様
（
熱
田
八
幡
宮
）
で
大
神
楽
を
催
し
た
と
こ
ろ
悪
病
が
流
行

し
た
た
め
、
そ
れ
以
来
行
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

（
（（
（

。
こ
の
北
方
で
の
話
も
神
同
士

の
不
和
で
説
明
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
北
方
地
域
を
守
護
す
る
熱
田

八
幡
宮
の
祭
神
は
外
部
の
神
で
あ
る
伊
勢
大
神
楽
に
好
意
的
で
な
く
、
あ
る
い
は

排
他
的
で
あ
っ
て
、
氏
子
が
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
対
し
て
怒
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
病
が
流
行
し
た
と
人
々
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

伊
勢
大
神
楽
に
関
係
し
て
疫
病
が
流
行
し
た
と
い
う
話
は
岡
山
藩
の
記
録
で
あ

る
『
撮
要
録
』
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
近
頃
打
続
作
方
不
熟
其
上
種
々
疫

病
流
行
仕
候
ハ
全
右
大
神
楽
中
絶
仕
候
故
之
義
と
愚
昧
百
姓
共
一
図
に
嘆
息
仕

（
（（
（

」

と
あ
る
。
岡
山
藩
に
よ
る
他
所
者
差
し
止
め
の
法
令
に
よ
り
伊
勢
大
神
楽
の
森
本

忠
太
夫
組
が
備
前
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
、
不
作
や
疫
病
の

流
行
が
続
き
、
百
姓
た
ち
は
そ
の
原
因
は
伊
勢
大
神
楽
が
来
な
く
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
と
嘆
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

　

北
方
の
話
と
合
わ
せ
て
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
話
か
ら
分
か
る
の
は
、
伊
勢

大
神
楽
の
訪
れ
が
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
マ
イ
ナ
ス
に
作
用

す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
撮
要
録
』
の

記
述
に
よ
れ
ば
疫
病
の
流
行
は
伊
勢
大
神
楽
が
来
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
北
方
で

は
伊
勢
大
神
楽
の
総
舞
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
病
が
流
行
し
て
い
る
。『
撮
要
録
』

の
場
合
に
は
村
氏
神
の
清
め
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
仮

に
村
氏
神
の
清
め
も
含
ま
れ
た
記
述
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
疫
病
流
行
の
根
本

的
な
原
因
は
伊
勢
大
神
楽
の
来
訪
の
有
無
で
は
な
く
、
伊
勢
大
神
楽
の
清
め
の
対

て
い
こ
う
と
す
る
志
向
が
あ
る
の
と
同
時
に
、
伊
勢
大
神
楽
の
訪
れ
は
地
域
の
行

事
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
神
同
士
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
村
氏

神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
各
家
に
は
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
・
土
公
神
）
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
神
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
伊
勢
大
神
楽
、
つ
ま
り
外
部
の

神
が
来
る
こ
と
は
地
域
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
に
お
い
て
は
、
伊
勢
大
神
楽
は
村
氏
神
で
あ
る
立
河
神
社

の
祭
礼
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
村
氏
神

と
伊
勢
大
神
楽
の
関
係
は
親
和
的
と
い
っ
て
よ
い
。
草
ヶ
部
の
よ
う
に
祭
礼
の
一

部
に
ま
で
は
な
っ
て
い
な
く
と
も
、
総
舞
の
最
初
や
各
戸
を
回
る
途
中
で
村
氏
神

に
行
き
、
村
氏
神
の
正
面
や
拝
殿
内
で
清
め
る
こ
と
は
多
く
の
地
域
で
行
な
わ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
社
会
に
お
い
て
は
伊

勢
大
神
楽
と
村
氏
神
は
共
存
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
草
ヶ
部
で
伊
勢
大
神
楽
の
事
を
聞
い
て
い
る
際
、「
伊
勢
大
神
楽

は
女
性
の
神
様
の
部
落
に
は
行
か
な
い
。
剣
を
使
う
舞
を
怖
が
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
」
と
い
っ
た
話
を
す
る
人
が
い
た
。
こ
の
と
き
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

た
の
は
山
を
挟
ん
で
北
に
位
置
す
る
同
市
東
区
瀬
戸
町
笹
岡
で
あ
る
。
笹
岡
の
村

氏
神
が
女
神
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
伝
説
に
よ
れ
ば
立
河
神

社
の
祭
神
も
女
神
で
あ
る
の
で

（
（（
（

、
女
性
の
神
様
の
ム
ラ
に
伊
勢
大
神
楽
が
行
か
な

い
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伊
勢
大
神
楽
が
訪
れ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
神
同
士
の
不
和
と
も
い
え
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
ま
た
、岡
山
市
東
区
北
方
の
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
北
方
今
昔
』

っ
た
た
め
に
、
地
域
か
ら
伊
勢
大
神
楽
に
日
程
を
合
わ
せ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

神
社
の
祭
礼
と
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
日
付
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
地
域
は

他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
瀬
戸
内
市
長
船
町
牛
文
に
伊
勢
大
神
楽
が
来
る
の
は

八
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
以
前
は
前
日
の
二
十
六
日
に
盆
踊
り
が
行
な
わ
れ
て

お
り
、
地
域
外
に
出
て
い
た
若
者
た
ち
も
帰
っ
て
来
て
賑
や
か
な
日
で
あ
っ
た
と

い
う
。
山
本
勘
太
夫
組
が
森
本
長
太
夫
組
か
ら
こ
の
地
域
を
引
き
継
ぐ
年
、
伊
勢

大
神
楽
講
社
に
属
さ
な
い
組
が
で
た
ら
め
な
順
序
で
回
り
、
牛
文
に
は
二
週
間
以

上
早
い
時
期
に
訪
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
の
地
域
で
は
誤
魔
化
し
な
が
ら
や
っ

て
き
た
が
、
牛
文
を
訪
れ
た
際
、
地
域
住
民
が
「
勝
手
な
こ
と
を
す
る
よ
う
な
ら

来
な
く
て
い
い
」
と
止
め
た
ら
し
く
、
そ
こ
で
こ
の
講
社
に
属
さ
な
い
組
は
備
前

市
・
瀬
戸
内
市
あ
た
り
か
ら
は
撤
退
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
牛
文
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
受
け
入
れ
る
準

備
、
た
と
え
ば
初
穂
料
の
準
備
な
ど
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
伊
勢
大
神
楽
は
盆
踊
り
の
次
の
日
と
い
う
意
識
が
強
か

っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
で
話
を
聞
く
な
か
で
、「
お

盆
が
済
ん
で
、
神
楽
が
来
て
、
秋
祭
り
が
済
ん
だ
ら
一
年
が
終
わ
る
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
ま
た
、
備
前
市
穂
浪
で
は
「
伊
勢
大
神
楽
が
来
る
と
一
年
が
終
わ
っ

た
気
分
に
な
る
」、「
忌
中
で
清
め
を
受
け
ら
れ
な
い
と
、
頭
と
い
う
か
、
腹
と
い

う
か
、
ど
こ
か
に
穴
が
あ
い
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
」
と
話
す
人
も
い
た
。
こ

う
し
た
人
々
の
認
識
か
ら
分
か
る
の
は
、
伊
勢
大
神
楽
が
檀
那
場
の
人
々
の
一
年

の
な
か
で
大
き
な
節
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
、
一
年
間
の
行
事
に
は
順
序
が
あ
り
、
毎
年
同
じ
よ
う
に
行
事
を
行
な
っ

　

五　

地
域
に
お
け
る
伊
勢
大
神
楽

　

最
後
に
、
主
に
前
節
で
取
り
上
げ
た
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
で
の
聞
き
取
り
を
も

と
に
、
地
域
社
会
が
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
続
け
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。

　

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
で
伊
勢
大
神
楽
の
事
を
尋
ね
る
と
、「
年
間
十
回
の
立
河

神
社
の
祭
礼
の
う
ち
、
九
月
の
御
祈
禱
の
時
に
神
楽
が
来
る
」、「
御
祈
禱
の
日
に

神
楽
を
ま
わ
す
。
神
楽
が
来
る
日
だ
か
ら
御
祈
禱
を
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
っ

た
言
葉
が
聞
か
れ
る
。
山
本
勘
太
夫
組
が
草
ヶ
部
を
訪
れ
る
九
月
十
五
日
は
立
河

神
社
の
祭
礼
で
あ
る
御
祈
禱
の
日
で
あ
り
、
立
河
神
社
で
御
祈
禱
の
祭
事
の
後
に

行
な
わ
れ
る
伊
勢
大
神
楽
の
総
舞
は
祭
礼
の
一
部
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
の
よ
う
に
村
氏
神
の
祭
礼
の
日
に
伊
勢
大
神
楽
が
訪
れ
る

と
い
う
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
、
他
の
地
域
で
は
祭
礼
の
日
程
と
一
致
し
な
い
こ

と
が
大
半
で
あ
る
。
備
前
市
・
瀬
戸
内
市
あ
た
り
で
地
域
の
祭
礼
と
伊
勢
大
神
楽

の
訪
れ
が
一
致
す
る
の
は
備
前
市
坂
根
と
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
の
奥
浦
く
ら
い

で
あ
る
。
備
前
市
坂
根
は
八
月
十
四
日
で
、
こ
こ
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
総
舞
の
後

に
夏
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜
の
奥
浦
は
七
月
の
第
三

日
曜
日
に
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
総
舞
を
行
な
う
小
野
嶋
神
社
の
祭
礼
の
日

で
あ
る
。
奥
浦
の
村
氏
神
は
春
日
神
社
で
あ
り
、
昭
和
六
十
年
く
ら
い
ま
で
は
春

日
神
社
で
総
舞
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
住
民
た
ち
が
高
齢
化
し
、
山
の
上
に
あ
る

神
社
に
上
が
る
の
が
大
変
で
あ
る
た
め
、
小
野
嶋
神
社
に
総
舞
の
場
所
を
移
し
た

と
い
う
。
そ
の
際
に
小
野
嶋
神
社
の
祭
礼
と
伊
勢
大
神
楽
の
訪
れ
る
日
程
が
近
か

− 50 −− 51 −



─
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
三
六
頁
。

（
３
） 

伊
勢
神
宮
の
神
札
は
神
宮
大た
い
ま麻
と
呼
ば
れ
る
。
御
師
制
度
の
も
と
で
は
御
師
に
よ

っ
て
頒
布
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
神
社
本
庁
か
ら
各
氏
神
社
を
通
し
て
各
家
に
頒
布

さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
に
お
け
る
檀
那
場
の
継
承
」
亀
岡
市
文
化
資
料
館
編
『
第

25
回
春
季
特
別
展　

春
の
丹
波
に
獅
子
が
舞
う　

諸
国
を
め
ぐ
る
伊
勢
大
神
楽
』
亀

岡
市
文
化
資
料
館
、
二
〇
〇
九
年
、
三
頁
。

（
５
） 

北
川
央
「
関
東
に
お
け
る
大
神
楽
事
情
―
伊
勢
・
江
戸
・
水
戸
、
三
つ
の
大
神
楽

の
関
係
─
」
幡
鎌
一
弘
編
『
近
世
民
衆
宗
教
と
旅
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
６
）
北
川
、
前
掲
註
4
、
三
頁
。

（
７
） 

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
と
地
域
社
会
」
園
田
学
園
女
子
大
学
歴
史
民
俗
学

会
編
『
漂
泊
の
芸
能
者
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
─
二
九
頁
。

（
８
）
各
組
と
も
太
夫
本
人
以
外
は
、
た
と
え
長
男
や
弟
で
あ
っ
て
も
、
参
列
は
許
さ
れ

な
い
。
現
在
は
、
神
館
神
社
か
ら
神
主
を
招
い
て
執
行
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
こ
の

日
に
、
翌
年
一
年
間
に
各
組
が
配
る
神
札
・
大
麻
を
携
え
て
伊
勢
神
宮
内
宮
御
師
の

荒あ
ら

木き

田だ

孫ま
ご

福ふ
く
た
ち館
太た

夫ゆ
う

が
訪
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
北
川
、
前
掲
註
2
、
五
七
頁
）。

（
９
）
北
川
、
前
掲
註
2
、
八
三
頁
。

（
10
） 

た
だ
し
、
岡
山
市
東
区
邑
久
郷
・
神
崎
町
の
み
加
藤
菊
太
夫
組
が
回
檀
し
て
い
る
。

（
11
）
明
治
三
十
年
に
当
時
の
山
本
勘
太
夫
が
死
亡
し
た
際
、
後
継
者
が
幼
少
で
あ
っ
た

た
め
、
親
族
の
山
本
長
太
夫
に
期
間
を
定
め
て
檀
那
場
を
預
け
た
が
、
そ
の
後
檀
那

場
は
戻
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
勘
太
夫
家
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
（
北
川
、
前
掲
註

4
、
四
─
八
頁
）。

（
12
）
佐
々
木
金
太
夫
家
は
明
治
期
に
廃
絶
し
て
お
り
、
一
旦
廃
業
し
て
い
た
山
本
勘
太

夫
家
が
名
跡
を
継
ぎ
活
動
し
て
い
た
。
そ
の
後
山
本
源
太
夫
組
の
神
楽
師
で
あ
っ
た

塚
本
氏
が
佐
々
木
金
太
夫
組
を
預
か
る
形
と
な
り
、
現
在
の
山
本
勘
太
夫
親
方
は
塚

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
伊
勢
大
神
楽
の
岡
山
県
下
に
お
け
る
回
檀
実
態
を
報
告
し
、
特
に

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
の
事
例
か
ら
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入

れ
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
伊
勢
大
神
楽
の
清
め
の
対
象
は
各
家
の

ほ
か
、
村
氏
神
や
寺
院
、
井
戸
、
屋
敷
神
、
同
族
神
、
船
、
自
動
車
な
ど
様
々
で
、

な
か
に
は
草
ヶ
部
の
よ
う
に
伊
勢
大
神
楽
が
村
氏
神
の
祭
礼
の
一
部
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
一
方
で
、
檀
那
場
と
な
っ
て
い
な
い
地
域
で
は
そ
の
理

由
と
し
て
村
氏
神
が
伊
勢
大
神
楽
を
怖
が
る
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
た
た
め

に
病
が
流
行
っ
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
が
受
容
さ
れ
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
地
域
社
会
の
宗
教
・
信

仰
の
体
系
と
共
存
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

村
内
に
も
家
の
中
に
も
多
く
の
神
仏
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
外
部
か
ら

や
っ
て
来
る
伊
勢
大
神
楽
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
清
め
が
村
や
家

を
守
護
す
る
村
氏
神
や
竈
神
の
力
を
強
化
す
る
作
用
を
持
つ
た
め
で
あ
る
と
推
測

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
檀
那
場
で
の
情
報
収
集

に
努
め
た
い
。

註（
１
） 

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
─
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
」
横
田
冬
彦
編
『
芸
能
・
文

化
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
２
）北
川
央『
神
と
旅
す
る
太
夫
さ
ん
─
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
伊
勢
大
神
楽
」

あ
る
。
草
ヶ
部
に
お
い
て
は
、
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
は
火
の
神
ま
た
は
火
伏
せ
の
神
と

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
火
事
（
出
火
）
を
防
ぐ
こ
と
が
家
の
守
護
に
繋
が
る
と
話

す
人
も
お
り
、
家
の
守
護
神
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
地
区
で
「
流
行

り
病
が
流
行
っ
て
一
軒
ず
つ
お
祓
い
に
来
て
も
ら
っ
て
以
来
、
毎
年
来
て
い
る
」

と
い
う
話
も
聞
け
た
。
家
ご
と
の
清
め
に
お
い
て
は
火
事
や
病
を
防
ぐ
、
ひ
い
て

は
家
を
守
護
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
司
る
竈
神
の
力
を
強
化

す
る
こ
と
が
伊
勢
大
神
楽
の
役
割
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
大
神
楽
と
竈

神
と
の
関
係
は
伊
勢
大
神
楽
と
村
氏
神
に
お
け
る
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
各
家
に

お
け
る
伊
勢
大
神
楽
の
清
め
は
竈
神
の
力
を
活
性
化
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、家
ご
と
の
清
め
は
家
の
守
護
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
地
域
の
守
護
に
も
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
、
火
事
を
出
す
こ
と
は
家
の
密
集
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
家
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
周
辺
の
家
々
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
全
体
の
問
題
に
な
り
う
る
し
、

伝
染
病
に
か
か
れ
ば
地
域
内
に
蔓
延
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
家
を
守
護

す
る
神
の
力
を
活
性
化
さ
せ
、
火
事
や
病
気
を
防
ぐ
こ
と
は
地
域
全
体
の
平
穏
を

保
つ
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
を
構
成
す
る
各
家
が
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
て
家
の
守
護
神
で
あ
る
竈
神
の
力

を
活
性
化
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
守
る
こ
と
が
地
域
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
必

要
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

な
お
、
伊
勢
大
神
楽
は
伊
勢
信
仰
の
担
い
手
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
職
能
の
中
心

は
竈
祓
い
に
あ
る
と
い
え
る
。
伊
勢
大
神
楽
が
な
ぜ
竈
を
清
め
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

象
と
な
る
村
氏
神
と
伊
勢
大
神
楽
と
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。『
撮
要
録
』
の
記
述
に
あ
る
百
姓
た
ち
の
村
の
氏
神
は
伊
勢
大
神
楽
に
対

し
て
親
和
的
で
、
清
め
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
を
守
護
す
る
力
が
活
性
化

し
て
い
た
。
つ
ま
り
プ
ラ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
伊
勢
大
神
楽

が
来
な
く
な
っ
た
た
め
に
村
氏
神
の
力
が
弱
ま
り
、
不
作
が
続
い
た
り
疫
病
が
流

行
し
た
と
い
え
る
。
一
方
の
北
方
の
村
氏
神
は
伊
勢
大
神
楽
と
は
相
性
が
悪
く
、

そ
の
清
め
を
受
け
た
た
め
に
地
域
を
守
護
す
る
力
が
弱
ま
っ
た
結
果
、
あ
る
い
は

守
護
を
放
棄
し
た
結
果
と
し
て
病
が
流
行
っ
た
と
人
々
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と
推

測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

草
ヶ
部
に
お
い
て
、
も
し
伊
勢
大
神
楽
が
来
な
く
な
っ
た
場
合
に
困
る
こ
と
が

あ
る
か
と
尋
ね
る
と
、「
村
が
荒
れ
る
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
伊
勢
大

神
楽
の
回
檀
が
中
断
す
る
と
い
う
状
況
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
具
体
的
に

は
説
明
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
が
起
き
た
り
、
地

域
内
で
異
常
死
が
続
く
な
ど
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
伊
勢
大
神
楽
の
回

檀
が
途
絶
え
た
際
に
想
定
さ
れ
る
問
題
は
家
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
地
域
全
体
に
及

ぶ
災
厄
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
地
域
の
守
護
に
あ
た
る
村
氏

神
の
力
を
増
す
と
い
う
役
割
が
伊
勢
大
神
楽
に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、家
ご
と
の
清
め
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。

清
め
の
効
果
に
つ
い
て
檀
那
場
で
尋
ね
る
と
、「
や
は
り
一
番
初
め
に
火
事
に
な

ら
な
い
よ
う
に
家
を
守
っ
て
く
れ
る
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
を
清
め
る
の
だ
か
ら
、
家
を

守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
家
ご
と
の
清
め

の
対
象
は
台
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
）
な
の
で

− 52 −− 53 −



─
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
三
六
頁
。

（
３
） 

伊
勢
神
宮
の
神
札
は
神
宮
大た
い
ま麻
と
呼
ば
れ
る
。
御
師
制
度
の
も
と
で
は
御
師
に
よ

っ
て
頒
布
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
神
社
本
庁
か
ら
各
氏
神
社
を
通
し
て
各
家
に
頒
布

さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
に
お
け
る
檀
那
場
の
継
承
」
亀
岡
市
文
化
資
料
館
編
『
第

25
回
春
季
特
別
展　

春
の
丹
波
に
獅
子
が
舞
う　

諸
国
を
め
ぐ
る
伊
勢
大
神
楽
』
亀

岡
市
文
化
資
料
館
、
二
〇
〇
九
年
、
三
頁
。

（
５
） 

北
川
央
「
関
東
に
お
け
る
大
神
楽
事
情
―
伊
勢
・
江
戸
・
水
戸
、
三
つ
の
大
神
楽

の
関
係
─
」
幡
鎌
一
弘
編
『
近
世
民
衆
宗
教
と
旅
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
６
）
北
川
、
前
掲
註
4
、
三
頁
。

（
７
） 

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
と
地
域
社
会
」
園
田
学
園
女
子
大
学
歴
史
民
俗
学

会
編
『
漂
泊
の
芸
能
者
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
─
二
九
頁
。

（
８
）
各
組
と
も
太
夫
本
人
以
外
は
、
た
と
え
長
男
や
弟
で
あ
っ
て
も
、
参
列
は
許
さ
れ

な
い
。
現
在
は
、
神
館
神
社
か
ら
神
主
を
招
い
て
執
行
さ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
こ
の

日
に
、
翌
年
一
年
間
に
各
組
が
配
る
神
札
・
大
麻
を
携
え
て
伊
勢
神
宮
内
宮
御
師
の

荒あ
ら

木き

田だ

孫ま
ご

福ふ
く
た
ち館
太た

夫ゆ
う

が
訪
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
北
川
、
前
掲
註
2
、
五
七
頁
）。

（
９
）
北
川
、
前
掲
註
2
、
八
三
頁
。

（
10
） 

た
だ
し
、
岡
山
市
東
区
邑
久
郷
・
神
崎
町
の
み
加
藤
菊
太
夫
組
が
回
檀
し
て
い
る
。

（
11
）
明
治
三
十
年
に
当
時
の
山
本
勘
太
夫
が
死
亡
し
た
際
、
後
継
者
が
幼
少
で
あ
っ
た

た
め
、
親
族
の
山
本
長
太
夫
に
期
間
を
定
め
て
檀
那
場
を
預
け
た
が
、
そ
の
後
檀
那

場
は
戻
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
勘
太
夫
家
は
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
（
北
川
、
前
掲
註

4
、
四
─
八
頁
）。

（
12
）
佐
々
木
金
太
夫
家
は
明
治
期
に
廃
絶
し
て
お
り
、
一
旦
廃
業
し
て
い
た
山
本
勘
太

夫
家
が
名
跡
を
継
ぎ
活
動
し
て
い
た
。
そ
の
後
山
本
源
太
夫
組
の
神
楽
師
で
あ
っ
た

塚
本
氏
が
佐
々
木
金
太
夫
組
を
預
か
る
形
と
な
り
、
現
在
の
山
本
勘
太
夫
親
方
は
塚

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
伊
勢
大
神
楽
の
岡
山
県
下
に
お
け
る
回
檀
実
態
を
報
告
し
、
特
に

岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
の
事
例
か
ら
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入

れ
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
伊
勢
大
神
楽
の
清
め
の
対
象
は
各
家
の

ほ
か
、
村
氏
神
や
寺
院
、
井
戸
、
屋
敷
神
、
同
族
神
、
船
、
自
動
車
な
ど
様
々
で
、

な
か
に
は
草
ヶ
部
の
よ
う
に
伊
勢
大
神
楽
が
村
氏
神
の
祭
礼
の
一
部
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
一
方
で
、
檀
那
場
と
な
っ
て
い
な
い
地
域
で
は
そ
の
理

由
と
し
て
村
氏
神
が
伊
勢
大
神
楽
を
怖
が
る
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
た
た
め

に
病
が
流
行
っ
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

伊
勢
大
神
楽
の
回
檀
が
受
容
さ
れ
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
地
域
社
会
の
宗
教
・
信

仰
の
体
系
と
共
存
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

村
内
に
も
家
の
中
に
も
多
く
の
神
仏
を
祀
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
外
部
か
ら

や
っ
て
来
る
伊
勢
大
神
楽
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
清
め
が
村
や
家

を
守
護
す
る
村
氏
神
や
竈
神
の
力
を
強
化
す
る
作
用
を
持
つ
た
め
で
あ
る
と
推
測

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
檀
那
場
で
の
情
報
収
集

に
努
め
た
い
。

註（
１
） 

北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
─
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
」
横
田
冬
彦
編
『
芸
能
・
文

化
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
２
）北
川
央『
神
と
旅
す
る
太
夫
さ
ん
─
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
伊
勢
大
神
楽
」

あ
る
。
草
ヶ
部
に
お
い
て
は
、
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
は
火
の
神
ま
た
は
火
伏
せ
の
神
と

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
火
事
（
出
火
）
を
防
ぐ
こ
と
が
家
の
守
護
に
繋
が
る
と
話

す
人
も
お
り
、
家
の
守
護
神
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
地
区
で
「
流
行

り
病
が
流
行
っ
て
一
軒
ず
つ
お
祓
い
に
来
て
も
ら
っ
て
以
来
、
毎
年
来
て
い
る
」

と
い
う
話
も
聞
け
た
。
家
ご
と
の
清
め
に
お
い
て
は
火
事
や
病
を
防
ぐ
、
ひ
い
て

は
家
を
守
護
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
司
る
竈
神
の
力
を
強
化

す
る
こ
と
が
伊
勢
大
神
楽
の
役
割
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
大
神
楽
と
竈

神
と
の
関
係
は
伊
勢
大
神
楽
と
村
氏
神
に
お
け
る
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
各
家
に

お
け
る
伊
勢
大
神
楽
の
清
め
は
竈
神
の
力
を
活
性
化
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、家
ご
と
の
清
め
は
家
の
守
護
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
地
域
の
守
護
に
も
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
、
火
事
を
出
す
こ
と
は
家
の
密
集
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
家
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
周
辺
の
家
々
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
全
体
の
問
題
に
な
り
う
る
し
、

伝
染
病
に
か
か
れ
ば
地
域
内
に
蔓
延
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
家
を
守
護

す
る
神
の
力
を
活
性
化
さ
せ
、
火
事
や
病
気
を
防
ぐ
こ
と
は
地
域
全
体
の
平
穏
を

保
つ
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
域
を
構
成
す
る
各
家
が
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
伊
勢
大
神
楽
を
受
け
入
れ
て
家
の
守
護
神
で
あ
る
竈
神
の
力

を
活
性
化
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
守
る
こ
と
が
地
域
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
必

要
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

な
お
、
伊
勢
大
神
楽
は
伊
勢
信
仰
の
担
い
手
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
職
能
の
中
心

は
竈
祓
い
に
あ
る
と
い
え
る
。
伊
勢
大
神
楽
が
な
ぜ
竈
を
清
め
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

象
と
な
る
村
氏
神
と
伊
勢
大
神
楽
と
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。『
撮
要
録
』
の
記
述
に
あ
る
百
姓
た
ち
の
村
の
氏
神
は
伊
勢
大
神
楽
に
対

し
て
親
和
的
で
、
清
め
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
を
守
護
す
る
力
が
活
性
化

し
て
い
た
。
つ
ま
り
プ
ラ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
伊
勢
大
神
楽

が
来
な
く
な
っ
た
た
め
に
村
氏
神
の
力
が
弱
ま
り
、
不
作
が
続
い
た
り
疫
病
が
流

行
し
た
と
い
え
る
。
一
方
の
北
方
の
村
氏
神
は
伊
勢
大
神
楽
と
は
相
性
が
悪
く
、

そ
の
清
め
を
受
け
た
た
め
に
地
域
を
守
護
す
る
力
が
弱
ま
っ
た
結
果
、
あ
る
い
は

守
護
を
放
棄
し
た
結
果
と
し
て
病
が
流
行
っ
た
と
人
々
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と
推

測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

草
ヶ
部
に
お
い
て
、
も
し
伊
勢
大
神
楽
が
来
な
く
な
っ
た
場
合
に
困
る
こ
と
が

あ
る
か
と
尋
ね
る
と
、「
村
が
荒
れ
る
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
伊
勢
大

神
楽
の
回
檀
が
中
断
す
る
と
い
う
状
況
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
具
体
的
に

は
説
明
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
が
起
き
た
り
、
地

域
内
で
異
常
死
が
続
く
な
ど
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
伊
勢
大
神
楽
の
回

檀
が
途
絶
え
た
際
に
想
定
さ
れ
る
問
題
は
家
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
地
域
全
体
に
及

ぶ
災
厄
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
地
域
の
守
護
に
あ
た
る
村
氏

神
の
力
を
増
す
と
い
う
役
割
が
伊
勢
大
神
楽
に
は
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、家
ご
と
の
清
め
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。

清
め
の
効
果
に
つ
い
て
檀
那
場
で
尋
ね
る
と
、「
や
は
り
一
番
初
め
に
火
事
に
な

ら
な
い
よ
う
に
家
を
守
っ
て
く
れ
る
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
を
清
め
る
の
だ
か
ら
、
家
を

守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
家
ご
と
の
清
め

の
対
象
は
台
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
オ
ド
ク
ウ
サ
マ
（
竈
神
）
な
の
で
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（
19
） 

猿
田
彦
が
紙
垂
を
付
け
た
笹
を
持
っ
て
番
を
す
る
が
、
途
中
で
眠
っ
て
し
ま
う
。

猿
田
彦
が
眠
る
と
獅
子
が
登
場
し
て
猿
田
彦
に
戯
れ
る
。
最
後
に
猿
田
彦
は
笹
を
左

右
に
振
っ
て
祓
い
清
め
る
。
備
前
で
は
牛
馬
安
全
の
演
目
と
理
解
さ
れ
る
が
、
滋
賀

県
近
江
八
幡
市
の
沖
島
で
は
大
漁
祈
願
の
舞
と
さ
れ
て
い
る
（
北
川
、
前
掲
註
2
、

八
四
─
八
五
頁
）。

（
20
） 

現
在
は
十
三
日
に
小
豆
島
→
犬
島
→
小
豆
島
、
十
四
日
に
小
豆
島
→
石
島
→
小
豆

島
と
移
動
す
る
が
、
か
つ
て
は
小
豆
島
→
犬
島
→
石
島
→
小
豆
島
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
21
） 

明
治
三
、四
十
年
代
に
採
石
業
・
精
錬
業
で
隆
盛
を
極
め
、
最
盛
期
の
人
口
は

六
千
人
あ
ま
り
と
さ
れ
る
。

（
22
） 

飯
島
吉
晴
「
竈
神
」
福
田
ア
ジ
オ
ほ
か
編
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上
、吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
、
三
九
一
─
三
九
二
頁
。

（
23
）
水
野
、
前
掲
註
18
、
九
六
─
一
〇
三
頁
。

（
24
） 「
立
川
明
神
の
波
渡
り
」
と
い
う
伝
説
で
は
、
立
川
明
神
は
も
と
も
と
立
川
村
に

祀
ら
れ
て
い
た
社
で
あ
る
が
、
大
洪
水
に
よ
っ
て
草
ヶ
部
村
に
流
れ
着
い
た
と
さ
れ

る
。
こ
の
神
は
女
神
で
生
産
を
得
意
と
し
、
丁
重
に
祀
れ
ば
豊
作
に
恵
ま
れ
、
争
い

事
が
あ
る
と
凶
作
に
な
る
と
い
う
（『
山
陽
町
史
』
山
陽
町
、
一
九
八
六
年
、
八
八

	

二
─
八
八
三
頁
）。

（
25
）
岡
山
市
東
区
上
道
北
方
春
秋
会
編
『
北
方
今
昔
─
伝
え
た
い
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
生
き
て
き
た
村
の
風
景
─
』
岡
山
市
東
区
上
道
北
方
春
秋
会
・
岡

山
市
東
区
上
道
北
方
町
内
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
二
頁
。

（
26
）
吉
田
研
一
編
、
前
掲
註
15
、
二
〇
四
九
─
二
〇
五
一
頁
。

本
氏
の
も
と
で
修
行
す
る
。
昭
和
四
十
六
年
に
塚
本
氏
が
引
退
し
、
そ
の
檀
那
場
の

継
承
を
機
に
山
本
勘
太
夫
組
を
復
活
さ
せ
た
（
北
川
央
「
伊
勢
大
神
楽
の
展
開
─
檀

那
場
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
宗
教
民
俗
研
究
』
九
、
日
本
宗
教
民
俗
学
研
究
会
、

一
九
九
九
年
、
一
一
三
頁
）。

（
13
） 

太
夫
ら
に
よ
れ
ば
、
二
十
年
く
ら
い
前
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
。
最
後
の
こ
ろ
に

は
二
人
で
回
檀
し
て
い
た
と
い
う
。

（
14
）『
井
原
市
史
民
俗
編
』
井
原
市
、
二
〇
〇
一
年
、
六
五
七
─
六
五
八
頁
。『
岡
山
県

史　

第
十
五
巻
民
俗
Ⅰ
』
岡
山
県
、
一
九
八
三
年
、
四
二
九
─
四
三
一
頁
。『
長
船

町
史
民
俗
編
』
長
船
町
、一
九
九
五
年
、六
四
七
・
七
三
〇
─
七
三
一
・
八
〇
九
頁
。『
鏡

野
町
史
民
俗
編
』
鏡
野
町
、
一
九
九
三
年
、
二
四
四
頁
。『
鴨
方
町
史
』
鴨
方
町
、

一
九
八
五
年
、
三
三
〇
・
三
三
二
・
三
六
一
・
三
六
三
・
四
九
六
頁
。『
瀬
戸
町
誌
』
瀬

戸
町
、一
九
八
五
年
、九
二
一
─
九
二
二
・
一
〇
四
三
・
一
〇
五
五
─
一
〇
五
六
頁
。『
総

社
市
史
民
俗
編
』
総
社
市
、
一
九
八
五
年
、
五
五
〇
─
五
五
一
・
六
三
三
頁
。『
玉
野

市
史
続
編
』
玉
野
市
、
一
九
七
二
年
、
二
一
〇
─
二
一
一
頁
。『
成
羽
町
史
民
俗
編
』

成
羽
町
、
一
九
九
一
年
、
六
〇
四
頁
。『
備
中
町
史
民
俗
編
』
備
中
町
、
一
九
七
〇
年
、

四
九
二
頁
。『
吉
永
町
史
民
俗
編
』
吉
永
町
、
一
九
八
四
年
、
二
六
九
・
三
四
七
・
三

	

五
四
・
四
七
九
─
四
八
〇
・
五
〇
八
頁
。

（
15
）
吉
田
研
一
編
『
撮
要
録
』
下
、
日
本
文
教
出
版
、
一
九
六
五
年
、
二
〇
四
九
─
二

	

〇
五
一
頁
。

（
16
）『
岡
山
県
史　

第
二
十
三
巻　

美
作
家
わ
け
史
料
』
岡
山
県
、
一
九
八
九
年
、
八

	

三
一
・
八
六
二
・
八
八
九
・
九
一
七
・
九
四
九
・
九
八
四
・
一
〇
二
六
頁
。

（
17
） 

森
本
忠
太
夫
組
の
自
動
車
の
導
入
は
昭
和
四
十
一
年
一
月
で
あ
る
。
一
番
早
か
っ

た
の
は
森
本
長
太
夫
組
で
、
昭
和
三
十
六
年
で
あ
る
と
い
う
。

（
18
）
水
野
一
典
「
フ
ナ
ジ
ョ
タ
イ
─
伊
勢
大
神
楽
の
旅
─
」『
四
国
民
俗
』
43
、
四
国
民

俗
学
会
、
二
〇
一
二
年
、
九
五
─
九
六
頁
。

農
耕
技
術
民
俗
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
（
昭
和
四
六
年
）
結
果
・
苫
田
郡 

森　

川　

奈
津
美

　
『
岡
山
民
俗
』
二
三
四
号
掲
載
の
吉
原
報
告
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
苫
田
郡

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
す
る
。

　

調
査
票
上
の
誤
字
等
の
表
記
方
法
は
、
便
宜
上
、
前
出
の
吉
原
報
告
を
踏
襲
す

る
が
、
例
え
ば
質
問
文
に
○
印
を
つ
け
て
記
述
に
代
え
て
い
る
場
合
な
ど
、
回
答

の
意
思
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
当
該
部
分
を
記
述
回
答
と
み

な
し
て
文
字
で
表
記
す
る
。

　

一　

概
要

　

苫
田
郡
の
調
査
票
（
一
五
部
）
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
Ａ
か
ら
Ｏ
ま
で
の
記
号

を
付
し
、
各
回
答
の
末
尾
に
記
し
て
出
典
表
記
と
す
る
。

　
　

（
Ａ
）
調
査
地
…
…
…
…
岡
山
県
津
山
市
大
字
河
辺

　
　
　
　
　

調
査
者
氏
名
…
…
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
名
…
林
野
高
等
学
校

　
　
　
　
　

話
者
氏
名
…
…
…
□
□
□
□
・
□
□
□
□
（
明
治
生
ま
れ
・
生
年
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
入
）

　
　

（
Ｂ
）
調
査
地
…
…
…
…
岡
山
県
苫
田
郡
加
茂
町

　
　
　
　
　

調
査
者
氏
名
…
…
（
未
記
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
名
…
津
山
東
加
茂
分
校

　
　
　
　
　

話
者
氏
名
…
…
…
□
□
□
□
（
明
治
七
年
生
ま
れ
）

　
　

（
Ｃ
）
調
査
地
…
…
…
…
岡
山
県
苫
田
郡
加
茂
町

　
　
　
　
　

調
査
者
氏
名
…
…
（
未
記
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
名
…
津
山
東
加
茂
分
校

　
　
　
　
　

話
者
氏
名
…
…
…
□
□
□
□
□
（
明
治
二
六
年
生
ま
れ
）

　
　

（
Ｄ
）
調
査
地
…
…
…
…
岡
山
県
苫
田
郡
加
茂
町

　
　
　
　
　

調
査
者
氏
名
…
…
（
未
記
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
名
…
津
山
東
加
茂
分
校

　
　
　
　
　

話
者
氏
名
…
…
…
□
□
（
生
年
未
記
入
）

　
　

（
Ｅ
）
調
査
地
…
…
…
…
岡
山
県
苫
田
郡
加
茂
町

　
　
　
　
　

調
査
者
氏
名
…
…
（
未
記
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
名
…
津
山
東
加
茂
分
校

　
　
　
　
　

話
者
氏
名
…
…
…
□
□
□
□
（
明
治
二
八
年
生
ま
れ
）

　
　

（
Ｆ
）
調
査
地
…
…
…
…
岡
山
県
苫
田
郡
加
茂
町
大
字
公
郷

　
　
　
　
　

調
査
者
氏
名
…
…
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
名
…
青
年
学
校

　
　
　
　
　

話
者
氏
名
…
…
…
□
□
□
□
（
大
正
四
年
生
ま
れ
）

− 54 −− 55 −




